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序  文 

 

今般、加古川市と播磨町から当医師会に委託のありました当地区における大

気汚染による健康影響調査の５年間を通した結果が、同調査実行委員会によっ

てまとめられました。 

今回の調査には、他地区での調査と比較できるような学術的に標準化された

質問票を用いたため質問項目数も多く煩雑なものとなりましたが、加古川市・

播磨町の行政・教育委員会・各小学校及び調査対象児童の保護者各位より絶大

なるご協力をいただいて、極めて高い調査票回収率・有効回答率を得ることが

できました。深く感謝致しますとともに、安全安心な街づくり、健康の保持増

進に対する地域住民の関心の高さを改めて思い知らされた次第です。 

本調査総括報告書では、この貴重な調査資料と大気汚染物質観測結果を基に

して、最も影響の出やすい小学生世代の呼吸器・アレルギー症状と大気汚染濃

度との関係について横断的及び縦断的な解析を行っており、一部の事象で有意

な関連が認められたものの、継続的で重大な健康影響は認められませんでした。

環境指標の改善ともども歓迎されることではありますが、今後ともその動向は

注視すべきであり、行政や企業においても、引き続き、地域住民の願いに沿っ

た関係事業を推進していく必要があるものと考えます。 

当医師会としても、地域住民の健康保持・増進に対して責任ある立場からの

取組を続けてまいりたいと存じます。 

最後に、本調査総括報告書をまとめていただきました兵庫医科大学公衆衛生

学・島正之教授、当医師会・足立光平副会長を中心とした委員各位及び関係各

位のご尽力にお礼申し上げます。 

 

平成２６年(２０１４年)１月 

     一般社団法人加古川医師会 会長  枝川 潤一 
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１．はじめに 

 
当加古川地域では、昭和４０年代を中心に沿岸地域に工業地帯が形成され、

同様な他地区に見られた公害発生も危惧され、昭和４６年度から１０年にわ

たって大気汚染等が健康に及ぼす影響調査が、当時の加古川市加古郡医師会

に行政から委託実施され、その後の経過監視が促されてきた。 

平成１８年５月に至り、その中核企業である神戸製鋼所加古川製鉄所内部

でのばい煙排出データ記録の改ざんが長年に渡りなされていたことが判明し、

健康影響への危惧を含め大きな社会的反響を招くこととなった。 

行政(加古川市・播磨町)は、その真相究明調査と再発防止・改善策を同製

鉄所に求めるとともに、住民への健康影響を中長期的・総合的な視点からも

見直すべく標記調査を立案し、当医師会に対して当該調査を委託された。 

ついては、地域の保健医療・住民の健康確保の使命を有する医師会として、

本調査をその柱の一つとして受け止め、関係役員・会員及び小児科医会代表

による調査実行委員会を結成設置し、第三者の学識経験者(兵庫医科大学公衆

衛生学・島 正之教授)をリーダーに迎え、公正で科学的な調査計画策定と実

施、分析評価に努めてきた。 

平成２０年度から正式な検討を開始、当地区における大気汚染物質測定結

果との照合も含めた５年間の継続調査としてスタートさせた。 

平成２０年度初年次調査では、加古川市・播磨町の行政・教育委員会・各

学校の絶大な協力と保護者各位のご理解のもと、地域内の全小学校の児童を

対象とした健康状態に関するアンケート調査を行い、次年度以降も高い回収

率・有効回答率を得ることができた。 

その報告は平成２１年３月３１日付け２０年度第１報とし、以後２４年度

第５報（平成２５年３月２９日付）まで、年次調査に基づく報告書として順

次提出してきた。(各行政のホームページにて、その概要とも公開済み) 

平成２４年度第５年次調査については、大気汚染物質の暴露推計を補完す

るための追加調査として、特定の小学校より同意の得られた対象者への環境

直接暴露調査も実施した。 

以上の調査にあたっては、対象者(保護者)の個別同意・署名の得られたも

ののみを解析対象とし、そのデータ処理等については、その受け渡しから廃

棄に到るまで、個人情報保護法に即した厳格な対応を行い、事故無く完了で

きた。その方法については兵庫医科大学の倫理委員会の審査承認を得た。 

以上５年間にわたる本調査の総括的解析については、本文記載のとおり、

初年度・最終年度の横断調査及び５年間の追跡調査において、大気汚染との

関連性も含めた分析を行い、一定の所見を得ることが出来た。 

幸い、その後の事業所・行政の対策もあり、既定の大気汚染データとして

は改善傾向が見られるものの、PM2.5等新しい指標での測定・評価、また健康

指標・症状との関連性の更なる研究・検証等課題も残されている。 

あらためて、関係各位のご協力に深く感謝すると共に、引き続き正確で継

続的な環境測定と健康影響防止についての取組がなされるよう希望して、以

下、総括的な報告とする。 
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２．加古川地域の大気汚染の状況 

 

2.1 一般大気環境測定局並びに自動車排ガス測定局の大気汚染物質濃度 

         (以下は、各行政の環境部局より提供されたデータによるもの) 

 調査期間(Ｈ２０～Ｈ２４)における加古川市及び播磨町の観測定点で記録された大気汚

染物質濃度は、横ばい又は低下傾向にあり、大気環境では一定の改善が見られる。 

 以下に、大気汚染物質のうち、二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、降下ばいじ

んの調査期間を含む平成１５年から平成２４年の間の濃度推移を示す。 

 

（1）二酸化硫黄 

 一般局の二酸化硫黄濃度は、加古川市、播磨町ともに若干の変動はあるものの減少傾向 

にある。 

 二酸化硫黄濃度（ppm） 

年  度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

加古川市 0.008 0.008 0.008 0.007 0.006 0.006 0.006 0.006 0.005 0.006

播磨町 0.010 0.011 0.011 0.011 0.008 0.007 0.008 0.006 0.006 0.005

 

二酸化硫黄濃度経年変化（一般局）

0.000

0.002

0.004

0.006

0.008

0.010

0.012

(ppm)

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

年　　度

加古川市

播磨町

 

 

（2）二酸化窒素 

 一般局の二酸化窒素濃度は、加古川市、播磨町ともに僅かではあるが減少傾向にある。

また、自動車排ガス測定局（以下「自排局」という。）の二酸化窒素濃度についても、僅か

ではあるが、減少傾向にある。 

 二酸化窒素濃度（ppm） 

年  度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

加古川市 0.033 0.033 0.031 0.033 0.029 0.029 0.028 0.028 0.028 0.026

播磨町 0.039 0.036 0.035 0.035 0.032 0.032 0.033 0.033 0.032 0.029
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二酸化窒素濃度経年変化（一般局）
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  二酸化窒素濃度（自排局：加古川市のみ）（ppm） 

年  度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

加古川市 0.048 0.047 0.044 0.046 0.044 0.042 0.042 0.045 0.038 0.037

 

二酸化窒素濃度経年変化（自排局）
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（3）浮遊粒子状物質 

 一般局の浮遊粒子状物質濃度は、加古川市、播磨町ともに僅かな範囲での上下はあるも

のの、ほぼ横ばいの状況となっている。自排局における浮遊粒子状物質濃度は、ほぼ横ば

いで推移している。 

 浮遊粒子状物質濃度（mg/m3) 

年  度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

加古川市 0.065 0.065 0.077 0.076 0.077 0.058 0.054 0.064 0.053 0.055

播磨町 0.059 0.056 0.060 0.068 0.066 0.049 0.050 0.062 0.054 0.054
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浮遊粒子状物質濃度経年変化（一般局）
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 浮遊粒子状物質濃度（自排局：加古川市のみ）（mg/m3） 

年  度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

加古川市 0.061 0.065 0.089 0.075 0.084 0.060 0.059 0.066 0.061 0.065

 

浮遊粒子状物質濃度経年変化（自排局）
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（4）降下ばいじん濃度 

 加古川市域の降下ばいじん量は、平成２０年度から平成２３年度まで低下傾向にあった

ものの、平成２４年度は僅かに上昇している。一方、播磨町域では、平成１９年度から平

成２０年度にかけて大きく低下したものの、平成２０年度以降、平成２４年度まで横ばい

傾向にある。 

 降下ばいじん総量(t/km2/月） 

年 度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

加古川市 3.1  2.9  3.3 3.8 3.6 3.6 3.2 2.9 2.7 2.8 

播磨町 3.3  3.3  3.8 3.4 3.8 2.4 3.0 2.5  2.6  3.0 
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降下ばいじん総量経年変化
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2.2 ㈱神戸製鋼所加古川製鉄所からの大気汚染物質排出量について 

   (以下は、行政との協定書に基づき、同製鉄所から提供されたデータによる) 

 調査期間中の㈱神戸製鋼所加古川製鉄所からの大気汚染物質の排出量は、横ばい又は減

少の傾向にある。 

 以下に、㈱神戸製鋼所加古川製鉄所からの大気汚染物質排出量の推移を示す。 

 

（1）硫黄酸化物 

 硫黄酸化物排出量の時間排出量の平均値及び最大値は、平成１８年度から平成２０年度

にかけて増加しているものの、平成２０年度から平成２４年度にかけては減少している。 

 硫黄酸化物排出量(Nm3/h) 

年度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

平均値 204 165 174 154 177 203 170 146 131 108 

最大値 502 496 442 361 340 407 296 238 253 226 
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（2）窒素酸化物 

 窒素酸化物の排出量は、時間排出量の平均値、最大値ともに横ばいの状況である。 

  

 窒素酸化物排出量（Nm3/h) 
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（3）ばいじん 

 ばいじんの排出量は、平成１６年から平成１８年にかけて増加しているものの、その後

は減少に転じている。 

 ばいじん排出量(kg/h) 

年度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

平均値 67 61 68 92 89 52 44 38 33 29 

最大値 82 78 83 130 112 75 61 43 41 37 
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年度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

平均値 393 430 432 438 414 391 399 409 393 389 

最大値 534 567 587 561 534 516 551 517 554 502 
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３．調査実施計画と経過 

  

  本調査は「加古川地域に存在する事業所等から発生する粉塵等による大気汚染の地域住民

への健康影響について、その実態を公正に把握し、適切な対策に資する」ことを目的として実

行委員会を設置し調査を行う。 

① 加古川地域大気汚染等健康影響調査実行委員会設置要綱 

(目的） 
第１条 加古川地域に存在する事業所等から発生する粉塵等による大気汚染の地域住民への

健 康影響について、その実態を公正に把握し、適切な対策に資する調査を実施するため、標

記の加古川地域大気汚染等健康影響調査実行委員会（以下｢委員会｣という。）を設置する。  

(設置・委託) 

第２条 上記調査の計画・実施及びそのための委員会の設置・運営については、加古川市なら

びに播磨町より別途の契約に基づき、一般社団法人加古川医師会が受託する。 

(所掌事項） 

第３条 委員会は、第一条に記した目的のための疫学調査等を経年的に実施の上、分析検討し、

その結果を加古川市長ならびに播磨町長に逐次すみやかに報告する。 その際、関係資料等に

つき、各行政より関係機関の協力および資料提供を得るものとする。 

(組織） 
第４条 委員会は、加古川医師会会長が委嘱する専門学識経験者及び医師会担当役員等により

組織する。 また別項のとおり、その運営のための事務局員をおく。 
２ 委員の任期は２年（年度単位）とし、再任を妨げない。 欠員あるときは補充する。 
３ 必要に応じ、委員会のもとに作業グループを設置し、報告を求めることが出来る。 

(委員）  

第５条 委員会に委員長１名、副委員長１名を置き、委員の互選によりこれを定める。  
２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する 。 
３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故等があるときは、その職務を代理する。  
４ 委員および事務局員は、職務上知り得た情報を無断で他に漏らしてはならない。その職を

退いた後も同様とする。 なお、別紙「疫学研究に関する倫理指針」(文部科学省・厚労省)およ

び個人情報保護法に定める諸規定を遵守するものとする。 

(委員会）  
第６条 委員会は加古川医師会会長が招集し、委員長が議長となる。  
２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員会以外の者の出席を求めて、意見もしくは説

明を聴き、又は、これらの者から必要な資料の提出を求めることができる。  
３ 委員長は、調査審議に支障の無い範囲で、傍聴者を認めることができる。 

(事務局）  
第７条 委員会の事務局は加古川医師会内におき、委員会の庶務等を処理する。  
 また、各市町からも事務局員担当者を充て、関係機関との調整を行うこととする。 

(雑則）  
第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は委員会にて協議決定する。 
附 則 この要綱は、平成２０年５月１５日より施行する。 
     平成２４年４月１日付けにて、社団法人加古川市加古郡医師会は関係法令の改定に伴

う移行登記により、一般社団法人加古川医師会となったため、本要綱記載の法人名を

改訂した。 
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②　同調査実行委員会委員名簿

所　　　属 役　　　職 氏　　　名
交代
年度

氏　　　名
交代
年度

氏　　　名

委
員
長

兵庫医科大学
教授
(公衆衛生学)

島　 正之

副
委
員
長

加古川市
加古郡
医師会

※平成24年度より
加古川医師会

副会長 足立 光平

公立病院
加古川市民病院
院長 石田 明人

平成
２２
年度

県立加古川医療センター

副院長
 加堂 哲治

平成
２３
年度

(独)加古川市民病院機構

 加古川西市民病院
 小児科部長
   米谷 昌彦

公衆衛生委員長 黒田 英造
平成
２２
年度

桃田 哲也

学校保健副委員長 大山 泰治

加古川
小児科
医会

医会長
さくらぎ小児科
院長 櫻木 健司

平成
２２
年度

くろだ小児科
院長 黒田 英造

加古川市 健康課長 仲村 弘幸
平成
２３
年度

田中 康人
平成
２５
年度

平田　喜昭

播磨町

健康安全グループ
健康増進チーム
リーダー

※平成22年10月より
すこやか環境グループ

延安 雅子
平成
２２
年度

加茂 里美
平成
２５
年度

山下　知子

事務局
事務長

岡田 龍三
平成
２１
年度

木山 　晋

事務局
担当

東中 一朗

加古川地域大気汚染等健康影響調査実行委員会平成20年度～平成25年度委員一覧表

委
員

加古川市
加古郡
医師会

※平成24年度より
加古川医師会

行
政
事
務
局

事
務
局

加古川市
加古郡
医師会

※平成24年度より
加古川医師会
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③ 調査実施計画 

 
  本調査の初年度にあたる平成２０年度については、同年度計画書により、地域内全小学

校の１年生及び加古川市内８小学校、播磨町４小学校については全校生を対象とした。平成

２１年度から平成２３年度調査については平成２１年度継続調査向け改訂の計画書により、

平成２１年度は加古川市内および播磨町内全小学校（それぞれ２８校、４校）の２年生を対

象とし、同様に、平成２２年度は全小学校の３年生、平成２３年度は４年生を対象とした。

最終年度にあたる平成２４年度調査については、地域内全小学校の５年生及び加古川市内８

小学校、播磨町４小学校については全校生を対象として継続調査を実施した。 
-------------------------------------------------------------------------------- 

加古川地域大気汚染等健康影響調査実施計画書（改訂版） 
平成２１年６月 継続調査向け改訂 

平成２４年５月 最終年度調査向け改訂 

 

【概要】 

加古川地域に存在する事業所及び幹線道路等から発生する粉塵等による大気汚染の地域

住民への健康影響を疫学的に評価することを目的として、地域内の小学校の協力を得て、小

学生を対象とした呼吸器・アレルギー症状に関する質問票調査を実施する。小学生の気管支

喘息、アレルギー性鼻炎、その他の呼吸器・アレルギー症状の有症状況、その後の発症、寛

解状況と、それに関連する因子について疫学的に検討する。居住地域における大気汚染につ

いては、近隣の大気環境測定局における浮遊粒子状物質、二酸化窒素、その他の大気汚染物

質の測定値を用いて評価する。本調査は、平成２０年度から平成２４年度までの５年間継続

して実施するものである。 

 

【背景】 

加古川地域においては、平成１８年５月に明らかになった神戸製鋼所加古川製鉄所のばい

煙データ改ざん問題に端を発して、大気環境汚染の健康に及ぼす影響についての住民の関心

が再び高まっている。 

当地域では、昭和４０年代に同製鉄所をはじめ建設の進んだ臨海地帯の工場等による大気

汚染が地域住民の健康に及ぼす影響が予想され、昭和４６年度から昭和５５年度までの１０

年間にわたり「大気汚染等の健康に及ぼす影響調査」を行政が加古川市加古郡医師会に委託

して実施した。その結果、小学生の気管支喘息の有病率は南部地域においてわずかに高かっ

たが、年度による差があまりみられなかったことから、「この１０年間の経年調査において

は、大きな変化は認められなかったので経年的調査は今回をもって打ち切り、今後は必要に

応じて随時行うこととした」としている（昭和５６年１２月）。 

この前回調査より相当の期間が経過しており、生活環境、生活様式も当時とは大きく変化

している。また、ばい煙データ改ざん問題だけでなく、地域内を走行する自動車排出ガス等

による大気汚染の健康影響も懸念されることから、このたび地域内全域を対象とした経年的

な疫学調査を改めて計画し、実施するものである。 

 

【調査の目的】 

本調査の目的は、加古川地域に存在する事業所及び幹線道路等から発生する粉塵等による

大気汚染の地域住民への健康影響を疫学的に評価することである。本調査においては、従来

から大気汚染の健康影響として広く取り上げられており、また有症率の比較的高い小児の気

管支喘息、アレルギー性鼻炎等の呼吸器・アレルギー症状などの健康状態と、地域内の大気

汚染状況との関連性を検討する。 

 

【基本方針】 

大気汚染の健康に及ぼす影響として、これまでに気管支喘息をはじめとする呼吸器疾患と

の関連が指摘されている。さらに近年は大気中粒子状物質について、アレルギー性鼻炎等の
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アレルギー性疾患、循環器疾患、肺がん等の広範な健康影響が示唆されている。しかし、こ

れらはいずれも大気汚染単独の影響で生じるものではなく、個体の遺伝的素因、生活習慣、

生活環境などの多くの因子の影響を受けることが知られている。 

本調査は、加古川地域における大気汚染の健康影響を評価するという目的に鑑みて、地域

内の小学生を対象に呼吸器・アレルギー疾患の有症率を中心とした疫学調査を行う。 

初年度は地域内全域の気管支喘息等の有症状況を把握するために、全小学校の１年生を対

象とした質問票調査を実施する。さらに、学年の進行に伴う有症率の差について評価すると

ともに、次年度以降により精度の高い調査を行うための検討に資することを目的として、一

部の小学校においては全学年を対象に調査を行う。これらの調査結果を踏まえて、次年度以

降には同じ小学校で継続して調査を実施し、調査期間内の有症率の推移を明らかにする。ま

た、継続して協力が得られた児童については、喘息症状の発症、寛解状況と大気汚染との関

連性についても評価する。 

 

【対象】 

 小学校を通じて、保護者（代諾者）に対して、調査の趣旨、方法等について文書により説

明し、文書による同意が得られた者を対象者とする（児童数は平成２０年５月１日現在）。 

平成２０年度 

(1) 加古川市 

① 市内全小学校（２８校）の１年生（２，７８７名） 

② 大気環境測定局に近接する８小学校（加古川小、平岡小、尾上小、別府小、平荘小、

東神吉小、鳩里小、志方小）の２～６年生（４，１６８名） 

(2) 播磨町 

 町内４小学校の１～６年生全員（２，１１８名） 

平成２１～２３年度 

平成２１年度は、加古川市内および播磨町内全小学校（それぞれ２８校、４校）の２年生

（約３，１００名）を対象とする。同様に、平成２２年度は全小学校の３年生、平成２３年

度は４年生を対象として継続調査を実施する。 

平成２４年度 

 平成２４年度は、平成２１～２３年度の調査に継続して、加古川市内および播磨町内全小

学校（それぞれ２８校、４校）の５年生（約３，１００名）を対象とする。 

また、平成２０年度と同様に、加古川市内の大気環境測定局に近接する８小学校、播磨町内

の４小学校では全学年を対象に調査を行う。（５年生を除き、約５，５００名） 

 

【調査方法】 

(1) 健康影響評価 

平成２０年度 

 気管支喘息症状の評価には、別添の質問票を用いる。これは、気管支喘息について国際的

に用いられている標準化された質問票（米国胸部疾患学会肺疾患部会<ATS-DLD>が作成し

た質問票）を基本として、アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎に関連する症状、対象者本

人及び家族の既往歴、居住歴、居住環境等に関する質問を含めたものである。 

小学校を通じて、説明文書、同意書とともに質問票を配布、回収する。 保護者（代諾者）

の署名がされているものを有効とし、気管支喘息、アレルギー性鼻炎等について標準的な定

義に準拠し、アトピー性皮膚炎等の既往歴、居住環境等の様々な因子との関連も考慮した上

で、集計・解析を行う。 

 

平成２１～２３年度 

平成２１年度は加古川市および播磨町内全小学校の２年生全員を対象として、別添の質問

票を用いて調査を行う。呼吸器・アレルギー症状に関する質問項目は平成２０年度の調査で

用いた質問票と同じである。 

平成２０年度と同様に、小学校を通じて、説明文書、同意書とともに質問票を配布、回収
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する。 保護者（代諾者）の署名がされているものを有効とし、気管支喘息、アレルギー性

鼻炎等は平成２０年度と同様に標準的な定義に準拠して集計・解析を行い、地域別の有症率

の推移を明らかにする。また、継続して協力が得られた児童については、平成２０年度の調

査結果を用いて、前年以降の喘息の発症等の症状の変化を把握し、アトピー性皮膚炎等の既

往歴、居住環境、大気汚染との関連性についても解析する。 

平成２２年度は全小学校の３年生、平成２３年度は４年生を対象として、平成２１年度と

同様の調査、集計・解析を行う。 

 

平成２４年度 

 平成２４年度は本調査の最終年度であることから、平成２０年度に準じて別添の質問票を

用いる。 

 平成２０年度と同様に、小学校を通じて、説明文書、同意書とともに質問票を配布、回収

する。 保護者（代諾者）の署名がされているものを有効とし、気管支喘息、アレルギー性

鼻炎等は平成２０年度と同様に標準的な定義に準拠して集計・解析を行い、地域別の有症率

の推移を明らかにする。 

平成２０年度から継続調査を行ってきた児童については、前年度までの調査結果を用いて、

追跡期間中の喘息、アレルギー症状の発症、持続、寛解等の症状の変化を把握し、既往歴、

家族歴、居住環境、大気汚染等との関連性について解析する。 

全学年を対象とした調査では、気管支喘息、アレルギー性鼻炎等の性、学年、地域別の有

症率を明らかにし、既往歴、居住環境等の様々な因子との関連も考慮した上で、平成２０年

度の調査結果と比較し、本地域におけるこの間の呼吸器・アレルギー症状有症率の推移とそ

れに影響を及ぼす因子について解析する。 

 

(2) 曝露評価 

 地域内の一般環境大気測定局および自動車排出ガス測定局における浮遊粒子状物質、二酸

化窒素濃度を用いる。また、降下ばいじん、微小粒子状物質等、地域内で測定されている環

境データとの関連性についても検討する。 

 質問票に住所を記載してもらうことにより、対象者が居住する家屋と幹線道路との距離等

についても、道路交通センサス等を利用して検討できるようにしておく。 

一部の児童については、追加調査として、二酸化窒素の居住家屋の屋内・屋外の濃度及び

個人曝露濃度を測定し、測定局における濃度を用いた曝露推計の妥当性を検討する。 

対象小学校のうち、地域性を考慮して次の３小学校を選定し、５年生（合計約２５０名）

を対象に、調査の説明文書、同意書を配布して研究協力に同意を求める。 

加古川市北部：平荘小学校 

加古川市中部：野口北小学校 

播磨町：播磨小学校 

同意が得られた児童の保護者には NO２フィルタバッジ（アドバンテック東洋株式会社）

３個を説明書とともに郵送し、家屋の内外に３日間設置するとともに、対象児童の個人曝露

量を測定するために３ 日間装着してもらう。また、別添の質問票を用いて、測定時間、測

定期間中の家屋内環境について確認する。測定終了後の NO２フィルタバッジは密封した状

態で郵送により回収し、測定期間中の二酸化窒素の平均濃度を分析する。 

なお、二酸化窒素濃度には暖房器具の使用等による季節差があるため、同一児童を対象に、

平成２４年１０月（非暖房期）と平成２５年２月（暖房期）の２ 回実施する。 

協力者の住所から経度緯度情報を得て、その地点におけるモデル予測濃度と実測値の相関

を調べ、同等性検定を行う。 

 

【調査研究組織】 

本調査の計画・実行に当たっては、加古川市及び播磨町より委託された（一社）加古川医

師会会長より、その設置要項に基づき委嘱された学識経験者及び同医師会役員等にて加古川

地域大気汚染等健康影響調査実行委員会を構成し、その任にあたる。 

11



【倫理的事項】 

 本調査は「疫学研究に関する倫理指針」（文部科学省、厚生労働省）に準拠して実施する。

計画の倫理性は、委員長の所属する研究機関に設置された倫理委員会の承認を受ける。 

 調査によって得られた個人情報の安全管理を図るため、加古川医師会に個人情報保護管理

者を設置し、本調査を係わる者並びに業務を委託する外部事業者に対する監督を行う。 

 

[附] 

 本調査実施計画書は、別途同調査実行委員会設置要項に基づき、平成２０年５月１５日に

設置開催された第一回実行委員会及び、平成２０年７月１０日に開催された第二回実行委員

会にて検討の上確定されたものである。 

 更に、平成２１年３月３１日に提出された「平成２０年度調査報告書」に基づき、その継

続した調査研究にあたるため、平成２１年６月１５日に実行委員会各委員確認のもと、本文

補正の上、２１年度以降の調査を規定することとしたものである。 

 また、これまでに提出された平成２１～２３年度調査報告書も踏まえて、５年間にわたる

調査研究の総合的な解析を行うため、平成２４年５月２４日に第１１回実行委員会確認の上

で、平成２４年度の調査について規定したものである。 
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H20.5.15 加古川市・播磨町両行政より大気汚染等健康影響調査の委託を受ける。

H20.5.15 第一回実行委員会 実行委員会構成と基本方針の確認

H20.7.10 第二回実行委員会 計画書・質問票・配布回収方法の検討

H20.9 加古川市・播磨町調査票配布 全校１年生及び加古川市８小学校、播磨町は全学年

H20.10.2 調査票第１次回収

H20.10.3 データ処理会社へ第１次回収分を委託

H20.11.4 調査票第２次回収

H20.11.6 データ処理会社へ第２次回収分を委託 合計回収部数８,２６５部　回収率９３.４%

H20.11.28 データ処理会社より集計データの受け取り 有効回答率８２%

H21.1.30 第三回実行委員会 集計結果と報告書まとめの方向性検討

H21.3.31 加古川市・播磨町両行政へＨ２０年度調査報告書（第１報）を提出

H21.4.21 第四回実行委員会 Ｈ２０報告書の取扱いとＨ２１年度調査取組の検討

H21.7.16 第五回実行委員会 Ｈ２０報告書公表後の取扱いとＨ２１年度調査の検討

H21.9 加古川市・播磨町調査票配布 全校２年生

H21.10.2 調査票第１次回収

H21.10.5 データ処理会社へ第１次回収分を委託

H21.10.30 調査票第２次回収

H21.11.6 データ処理会社へ第２次回収分を委託 合計回収部数２,８６２部　回収率９０.７%

H21.12.3 データ処理会社より集計データの受け取り 有効回答率８２%

H22.3.12 第六回実行委員会 Ｈ２１年調査報告と報告書内容を検討

H22.3.31 加古川市・播磨町両行政へＨ２１年度調査報告書（第２報）を提出

H22.5.23 第七回実行委員会　 Ｈ２１報告書内容確認とＨ２２年調査方針を検討

H22.9 加古川市・播磨町調査票配布 全校３年生

H22.10.4 調査票第１次回収

H22.10.6 データ処理会社へ第１次回収分を委託

H22.10.30 調査票第２次回収

H22.11.4 データ処理会社へ第２次回収分を委託 合計回収部数２,９７９部　回収率９４.３%

H22.12.2 データ処理会社より集計データの受け取り 有効回答率８４.４%

H23.2.24 第八回実行委員会 Ｈ２２調査報告と報告書内容を検討

H23.3.31 加古川市・播磨町両行政へＨ２２年度調査報告書（第３報）を提出

平成２３年

H23.5.12 第九回実行委員会 Ｈ２２報告書内容確認とＨ２３年調査方針を検討

H23.9 加古川市・播磨町調査票配布 全校４年生

H23.10.4 調査票第１次回収

H23.10.11 調査票第２次回収

H23.10.11 データ処理会社へ第１、２次回収分を委託 合計回収部数２,８５３部　回収率９０.３%

H23.12.1 データ処理会社より集計データの受け取り 有効回答率８０.４%

H24.2.23 第十回実行委員会 Ｈ２３調査報告と報告書内容を検討

H24.3.31 加古川市・播磨町両行政へＨ２３年度調査報告書（第４報）を提出

H24.5.24 第十一回実行委員会 Ｈ２３報告書内容確認とＨ２４年調査方針を検討

H24.9 加古川市・播磨町調査票配布 全校５年生及び加古川市８小学校、播磨町は全学年

H24.10.4 調査票第１次回収

H24.10.10 データ処理会社へ第１次回収分を委託

H24.10.10 調査票第２次回収

H24.11.7 データ処理会社へ第２次回収分を委託 合計回収部数７,７７８部　回収率９１.７%

H24.12.6 データ処理会社より集計データの受け取り 有効回答率８０%

H25.3.4 第十二回実行委員会 Ｈ２４調査報告と報告書内容および最終結果報告書を検討

H25.3.29 加古川市・播磨町両行政へＨ２４年度調査報告書（第５報）を提出

H25.7.25 第十三回実行委員会 Ｈ２４報告書内容確認と最終結果報告書まとめの検討

H25.9.26 第十四回実行委員会 最終結果報告書内容の検討

H25.11.22 第十五回実行委員会 総括報告書の構成と内容を確認

継続調査総括

④事業の経過

平成２０年

平成２１年

平成２２年

平成２４年
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⑤調査票配布及び配布数・回収数の推移

01 加 古 川 872 715 615 70.5% 128 103 94 73.4%

02 氷 丘 168 133 117 69.6% 165 138 126 76.4%

03 神 野 135 133 119 88.1% 134 127 107 79.9%

04 野 口 144 140 124 86.1% 145 139 131 90.3%

05 平 岡 725 648 539 74.3% 124 110 100 80.6%

06 尾 上 762 748 634 83.2% 126 126 110 87.3%

07 別 府 445 419 369 82.9% 75 74 64 85.3%

08 八 幡 50 48 43 86.0% 49 42 41 83.7%

09 平 荘 289 289 254 87.9% 43 43 40 93.0%

10 上 荘 23 20 19 82.6% 24 19 18 75.0%

11 東 神 吉 374 366 326 87.2% 53 53 51 96.2%

12 西 神 吉 80 74 67 83.8% 81 75 64 79.0%

13 川 西 56 54 50 89.3% 55 53 48 87.3%

14 陵 北 50 46 43 86.0% 48 38 36 75.0%

15 平 岡 南 161 129 109 67.7% 159 144 125 78.6%

16 浜 の 宮 106 105 100 94.3% 105 99 95 90.5%

17 鳩 里 1,259 1,138 973 77.3% 254 238 212 83.5%

18 平 岡 東 137 133 119 86.9% 138 109 99 71.7%

19 野 口 北 100 99 91 91.0% 102 102 94 92.2%

20 志 方 280 260 249 88.9% 35 28 28 80.0%

21 志 方 東 25 25 24 96.0% 24 24 24 100.0%

22 志 方 西 23 23 22 95.7% 24 24 23 95.8%

23 氷 丘 南 119 101 86 72.3% 122 110 100 82.0%

24 平 岡 北 117 117 102 87.2% 116 109 102 87.9%

25 野 口 南 162 150 131 80.9% 165 144 128 77.6%

26 東 神 吉 南 81 65 59 72.8% 83 74 65 78.3%

27 若 宮 79 78 67 84.8% 74 68 57 77.0%

28 別 府 西 127 112 101 79.5% 128 116 102 79.7%

6,949 6,368 5,552 79.9% 2,779 2,529 2,284 82.2%

29 播 磨 554 558 492 88.8% 101 92 85 84.2%

30 蓮 池 749 749 667 89.1% 153 132 120 78.4%

31 播 磨 西 323 325 291 90.1% 73 62 57 78.1%

32 播 磨 南 265 265 245 92.5% 49 47 41 83.7%

1,891 1,897 1,695 89.6% 376 333 303 80.6%

8,840 8,265 7,247 82.0% 3,155 2,862 2,587 82.0%合　　　計

播
磨
町

加
古
川
市

合計

合計

市町 №
配布部数 回収数配布部数 回収数

有効回答
率（％）

有効回答
合計

有効回答
率（％）

有効回答
合計

小学校名

平成20年度 平成2１年度
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129 129 108 83.7% 128 109 97 75.8% 860 779 698 81.2%

165 160 143 86.7% 167 153 138 82.6% 165 159 142 86.1%

132 131 111 84.1% 129 122 102 79.1% 130 124 104 80.0%

145 144 131 90.3% 146 142 125 85.6% 148 136 123 83.1%

116 88 82 70.7% 116 102 89 76.7% 590 518 441 74.7%

128 134 110 85.9% 122 120 104 85.2% 733 699 603 82.3%

75 73 69 92.0% 75 73 67 89.3% 421 316 276 65.6%

51 42 42 82.4% 52 44 42 80.8% 54 54 51 94.4%

41 38 37 90.2% 42 36 35 83.3% 228 214 186 81.6%

24 24 23 95.8% 23 23 19 82.6% 24 15 15 62.5%

53 53 50 94.3% 54 54 50 92.6% 308 307 273 88.6%

84 80 72 85.7% 83 83 77 92.8% 82 65 59 72.0%

51 51 48 94.1% 52 49 45 86.5% 51 48 41 80.4%

50 42 40 80.0% 51 44 41 80.4% 51 46 37 72.5%

156 142 119 76.3% 157 150 127 80.9% 158 138 110 69.6%

105 102 100 95.2% 105 104 101 96.2% 106 102 91 85.8%

249 237 203 81.5% 244 171 153 62.7% 1,204 1,095 977 81.1%

149 124 113 75.8% 147 135 102 69.4% 147 147 124 84.4%

104 104 95 91.3% 103 91 85 82.5% 104 103 91 87.5%

34 34 33 97.1% 34 34 34 100.0% 210 210 187 89.0%

24 24 23 95.8% 25 24 24 96.0% 25 21 21 84.0%

23 23 21 91.3% 24 23 22 91.7% 25 22 19 76.0%

117 114 107 91.5% 116 102 97 83.6% 118 113 99 83.9%

116 109 100 86.2% 115 104 96 83.5% 115 114 98 85.2%

168 155 137 81.5% 171 147 128 74.9% 168 136 113 67.3%

82 77 69 84.1% 82 78 66 80.5% 83 77 70 84.3%

74 69 57 77.0% 77 68 61 79.2% 73 53 50 68.5%

130 130 115 88.5% 132 112 98 74.2% 132 123 104 78.8%

2,775 2,633 2,358 85.0% 2,772 2,497 2,225 80.3% 6,513 5,934 5203 79.9%

102 91 84 82.4% 103 100 90 87.4% 513 479 417 81.3%

157 140 125 79.6% 157 147 126 80.3% 820 813 679 82.8%

75 65 55 73.3% 76 62 56 73.7% 368 317 286 77.7%

50 50 43 86.0% 52 47 44 84.6% 267 235 203 76.0%

384 346 307 79.9% 388 356 316 81.4% 1,968 1,844 1585 80.5%

3,159 2,979 2,665 84.4% 3,160 2,853 2,541 80.4% 8,481 7,778 6788 80.0%

配布部数 回収数
有効回答
合計

有効回答
率（％）

平成22年度

配布部数 回収数
有効回答
合計

有効回答
率（％）

平成23年度

配布部数 回収数
有効回答
合計

有効回答
率（％）

平成24年度
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４．調査実施結果と分析・解析 

  

【調査方法】 

(1) 曝露評価 

質問票に記載された対象児童の住所を緯度・経度に変換し、地理情報システムを用いて、

近隣の大気環境測定局における浮遊粒子状物質（SPM）及び二酸化窒素（NO2）濃度より

居住地における各物質の年平均値を推計した。 

近隣の大気環境測定局で得られた測定値から特定地点の濃度を推定するための手法とし

てさまざまなものが提案されているが、クリギングによる空間補間法または土地利用回帰

モデルに大別される。本調査では、SPM濃度はクリギングによる空間補間法を用いて推計

した。 

一方、大気中 NO2の発生源として自動車排気ガスの占める割合が大きく、幹線道路付近

では高濃度であることが知られているため、道路の影響を考慮した線形回帰モデルに演繹

的な普通型クリギングを組み入れた新しい空間回帰モデルを用いた。道路の影響として、

１.０ km2当たりの幅員１３.０ m以上の道路延長(m)*** を用いた。 

 *** 道路密度・道路延長メッシュ 第３.０版（国土交通省国土政策局） 

   http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N０４.html 

本モデルは、大気汚染物質の観測値は滑らかな分布に従っており、大気汚染物質の分布

を説明する共変量は独立ではなく空間構造を持つという考えに基づいている。開発したモ

デルによる推計値は、実測値との比較によりその精度を評価した。 

 

(2) 健康影響評価 

① 追跡調査 

健康影響調査は、平成２０年９月に加古川市及び播磨町内の全小学校（３２校）に在籍

する１年生全員（３，１５６名）を対象に呼吸器症状質問票を用いて実施した。 

これは、気管支喘息について国際的に用いられている標準化された質問票（米国胸部疾

患学会肺疾患部会<ATS-DLD>が作成した質問票*）を基本とし、アレルギー性鼻炎、アト

ピー性皮膚炎に関連する症状は ISAAC**に準拠している。また、対象者本人及び家族の既

往歴、居住歴、居住環境等に関する質問も含められている。 

 *  ATS-DLD: American Thoracic Society、Division of Lung Diseases 

 ** ISAAC: The International Study of Asthma and Allergies in Childhood 
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＜呼吸器・アレルギー症状の定義＞ 

小学校を通じて、説明文書、同意書とともに対象児童の保護者に質問票を配布、回収し、

喘息、喘鳴、皮膚症状、鼻症状、鼻・結膜症状の有無を以下の定義に基づいて評価した。 

  喘息：「これまで胸がゼーゼーとかヒューヒューして、急に息が苦しくなる発作を起こ

したことがありますか」、「そのような発作は、いままでに２回以上ありましたか」、「医師

にぜん息、ぜん息性気管支炎または小児ぜん息といわれたことがありますか」、「そのとき、

ゼーゼーとかヒューヒューといって息が苦しくなりましたか」のいずれにも「はい」と答

え、かつ最近２年間に発作があったかぜん息の治療を受けたことがあるもの 

喘鳴：過去２年間に息をするときにゼーゼーとかヒューヒューという音がすることが２

回以上あったもの 

皮膚症状：かゆみを伴う湿疹が６カ月以上続いたことがあり、最近１２カ月間に肘、膝、

足首、臀部、首や耳や眼のまわりに出現したもの 

鼻症状：最近１２カ月間にかぜでないのにくしゃみ、鼻水、鼻づまりがあったもの 

鼻・結膜症状：最近１２カ月間にかぜでないのにくしゃみ、鼻水、鼻づまりがあり、同

時に眼のかゆみ、流涙があったもの 

 

平成２０年度の１年生を対象として、平成２４年度までの５年間にわたって毎年繰り返

して調査を実施した。すなわち、平成２１年９月には加古川市及び播磨町内全小学校の２

年生全員を対象とし、同様に平成２２， ２３， ２４年９月にはそれぞれ３， ４， ５年

生全員を対象に質問票調査を行い、平成２０年度と同様に呼吸器・アレルギー症状の有無

を評価した。 

 

② 横断調査 

平成２０年度及び平成２４年度は、加古川市内の大気環境測定局に近接する８小学校、

播磨町内の４小学校では全学年の児童を対象に①と同一の質問票を用いた調査を実施した。 

調査方法は①と同様であり、小学校を通じて、説明文書、同意書とともに質問票を配布、

回収し、喘息、喘鳴、皮膚症状、鼻症状、鼻・結膜症状の有無を評価し、性別、既往歴、

居住環境等の様々な因子についても把握した。 

  

なお、いずれの調査についても兵庫医科大学倫理委員会の承認を受け、同意書に対象者

の保護者（代諾者）の署名があるものを有効とした。 
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(3) 解析方法 

① 追跡調査 

平成２０年度の調査で有効回答が得られたものについて、質問票の同意書に記載された

氏名、生年月日を用いて、平成２１～２４年度の調査対象者と照合し、縦断的な解析を行

った。 

各年度の喘息、喘鳴、皮膚症状、鼻症状、鼻・結膜症状の有症率の推移を比較した。次

に、平成２０年度に有効か回答が得られたものについて、平成２０～２４年度の年度別の

各症状の有無と大気汚染物質濃度の関係について、性別、既往歴、居住環境等の様々な因

子との関連も考慮した上で一般化推定方程式（Generalized Estimate Equation; GEE）を

用いて解析した。GEEは繰り返し測定による相関の影響を考慮した線形回帰モデルである。

モデルに含めた共変量は、性別、学年のほか、平成２０年度調査時点におけるアレルギー

疾患の既往、乳児期の栄養法、２歳以前の呼吸器疾患の既往、家庭内喫煙、出生順位、両

親のアレルギー既往、家屋構造、暖房器具の種類、家屋内のカビ、ペット飼育である。こ

れらの因子を調整した上で、各年度の症状と調査前年度における SPM または NO2の年平

均推定値との関係を評価し、SPM濃度０.０１mg/m3または NO2濃度０.０１ppm増加あた

りの各症状のオッズ比を求めた。 

５年間連続して有効な回答が得られたものは１，６５０名（男子７９７名、女子８５３

名）であった。それぞれの呼吸器・アレルギー症状について、平成２０年度の調査では症

状がなく、平成２１～２４年度の調査で新たに症状が出現したものを「発症」とした。ま

た、平成２０年度の調査で症状があり、平成２１～２３年度のうち１回以上と平成２４年

度にも症状があるものを「持続」とした。 

また、喘息の発症については、平成２０年度の調査で喘息症状がなく、平成２１～２４

年度の調査で１回以上の有効回答が得られた２，４２７名（男子１，２０７名、女子１，

２２０名）についても評価した。 

各症状の発症、持続と大気汚染物質濃度の関係について多重ロジスティック回帰モデル

を用いて解析した。モデルに含めた共変量は、性別のほか、平成２０年度調査時点におけ

るアレルギー疾患の既往、乳児期の栄養法、２歳以前の呼吸器疾患の既往、家庭内喫煙、

出生順位、両親のアレルギー既往、家屋構造、暖房器具の種類、家屋内のカビ、ペット飼

育である。これらを調整した上で、各症状の発症または持続と SPM または NO2の平成２

０～２３年度の５年平均推定値との関係を評価し、SPM 濃度０.０１mg/m3または NO2濃

度０.０１ppm増加あたりのオッズ比を求めた。 
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② 横断調査 

平成２０年度及び平成２４年度の調査では、それぞれにおいて有効回答が得られた全員

について、喘息、喘鳴、皮膚症状、鼻症状、鼻・結膜症状と大気汚染物質濃度の関係につ

いて、多重ロジスティック回帰モデルを用いて解析した。モデルに含めた共変量は、性別、

学年のほか、各年度の調査におけるアレルギー疾患の既往、乳児期の栄養法、２歳以前の

呼吸器疾患の既往、家庭内喫煙、出生順位、両親のアレルギー既往、家屋構造、暖房器具

の種類、家屋内のカビ、ペット飼育である。これらを調整した上で、各症状と調査の前年

度における SPM または NO2の年平均推定値との関係を評価し、SPM 濃度０.０１mg/m3

または NO2濃度０.０１ppm増加あたりの各症状のオッズ比を求めた。 

 

＜各年度の調査対象と解析方法＞ 

調査年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

全小学校 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 

一部の小学校 

 加古川市８小学校 

 播磨町４小学校 

全学年 － － － 

 

全学年 

 

【結果・解析】 

(1) 曝露評価 

加古川市、播磨町内に設置されている大気環境測定局における平成１４～２４年度の

SPM 及び NO2濃度の年平均値の推移を表１及び図１(37P)に示した。年度により多少の増

減はみられるが、いずれの濃度も概ね低下傾向であった。ただし、播磨町の宮西測定局に

おける SPM濃度は平成２２～２４年度にやや高値であった。 

平成２０年度の１年生のうち、平成２０～２４年度の調査で住所について有効な回答が

得られた者を対象として、各調査の前年度における SPM 及び NO2濃度の年平均推計値を

表２及び図２(38P)に示した。SPM、NO2濃度ともに平成２２年度は平成２１年度よりもや

や高かったが、その他の年度は年々低下傾向であった。 

 

①  

②  ③  

① 追跡調査（縦断的解析）、② 横断調査（平成 20年度）③ 横断調査（平成 24年度） 
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(2) 健康影響評価 

① 追跡調査 

a. 各症状有症率の推移 

平成２０年度の１年生のうち、平成２０～２４年度の５年間の調査でいずれも有効回答

が得られた１，６５０名（男子７９７名、女子８５３名）について、各呼吸器・アレルギ

ー症状の有症率の年度別推移を図３(39P)に示した。 

喘息の有症率は、平成２０年度は男子５.０％、女子２.７％、男女計３.８％であり、平成

２１年度はそれぞれ５.５％、３.１％、４.２％とやや増加がみられた。しかし、平成２２年

度以降は男女ともに年々低下し、平成２４年度はそれぞれ４.６％、２.０％、３.３％であっ

た。 

喘鳴の有症率は、平成２０年度は男子１３.４％、女子１０.８％、男女計１２.１％であっ

たが、平成２１年度以降は男女ともに年々低下し、平成２４年度はそれぞれ８.３％、３.６％、

５.８％であった。喘息・喘鳴の有症率の推移も、喘鳴と同様の傾向であった。 

皮膚症状の有症率は、平成２０年度は男子１０.２％、女子７.８％、男女計８.９％であり、

平成２１年度はそれぞれ９.３％、６.８％、８.０％といずれも低下がみられた。しかし、平

成２２年度以降は男女ともにほぼ横ばいであり、平成２４年度はそれぞれ９.０％、７.７％、

８.３％であった。 

鼻症状の有症率は、平成２０年度は男子３５.５％、女子２２.２％、男女計２８.６％であ

り、平成２１年度以降は男子では年々増加傾向であり、女子では平成２１～２２年度は増

加し、その後は横ばいであった。平成２４年度の有症率はそれぞれ４７.６％、３１.４％、

３９.２％であった。 

鼻・結膜症状の有症率は、平成２０年度は男子１８.１％、女子１１.５％、男女計１４.

６％であり、平成２１年度以降は男女ともに年々増加し、平成２４年度はそれぞれ２９.７％、

２０.４％、２４.９％であった。 

５年間を通じて、すべての症状の有症率は男子が女子よりも高かった。 

 

b. 各症状の年度ごとに有症状況に関連する因子 

平成２０年度に有効か回答が得られた２，５７８名（男子１，２９９名、女子１，２７

９名）について、平成２０～２４年度の年度別の気管支喘息、喘鳴、皮膚症状、鼻症状、

鼻・結膜症状の年度ごとの有症状況に関係する因子を解析した結果を表３(41-45P)及び図４

(40P)に示した。解析に用いたのは、のべ１１，０４５名（男子５，４７２名、女子５，５
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７３名）である。 

喘息に有意に関係する因子は、性別（男子）、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器

疾患の既往、両親のアレルギーの既往、家屋内のカビであり、大気汚染物質については、

SPM、NO2濃度ともに有意な関連はみられなかった。 

喘鳴に有意に関係する因子は、性別（男子）、学年（成長とともに有症率が低下）、アレ

ルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既往、母親の喫煙、両親のアレルギーの既往、

家屋内のカビであり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃度ともに有意な関連はみら

れなかった。 

皮膚症状に有意に関係する因子は、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既

往、両親のアレルギーの既往、家屋内のカビであり、大気汚染物質については、SPM、NO2

濃度ともに有意な関連はみられなかった。 

鼻症状に有意に関係する因子は、性別（男子）、学年（成長とともに有症率が増加）、ア

レルギー疾患の既往、乳児期の母乳栄養、出生順位（第１子）、両親のアレルギーの既往、

家屋内のカビであり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃度ともに有意な関連はみら

れなかった。 

鼻・結膜症状に有意に関係する因子は、性別（男子）、学年（成長とともに有症率が増加）、

アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既往、出生順位（第１子）、両親のアレル

ギーの既往であり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃度ともに有意な関連はみられ

なかった。 

 

c. 各症状の発症・持続とそれらに関連する因子 

５年間連続して有効な回答が得られたもののうち、各症状について平成２０年度の調査

では症状がなく、平成２１～２４年度の調査で新たに症状が出現したものの割合（発症率）

を表４(46P)に示した。喘息の発症率は男子４.７％、女子３.０％、男女計３.８％であった。

喘鳴はそれぞれ１２.７％、８.３％、１０.４％、皮膚症状は８.７％、１０.５％、９.６％、

鼻症状は４２.８％、３３.８％、３７.８％、鼻結膜症状は３２.９％、２５.３％、２８.８％

であった。皮膚症状の発症率は女子が男子よりも高く、その他の症状の発症率は男子が女

子よりも高かった。 

同様に、各症状について平成２０年度の調査で症状があり、その後も持続していたもの

の割合（持続率）を表５(46P)に示した。喘息の持続率は男子５６.４％、女子２６.１％、

男女計４５.２％であった。喘鳴はそれぞれ３８.７％、１３.０％、２６.８％、皮膚症状は
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５１.９％、４０.９％、４６.９％、鼻症状は８１.３％、６７.６％、７５.８％、鼻結膜症状

は６３.８％、５８.８％、６１.８％であった。いずれの症状の持続率も男子が女子よりも高

かった。 

 

各症状の発症に関係する因子を解析した結果を表６(47-51P)及び図５(40P)に示した。 

喘息の発症に有意に関連する因子は、アレルギー疾患の既往、両親のアレルギーの既往、

家屋構造（鉄筋は発症率が低い）であり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃度とも

に有意な関連はみられなかった。 

喘鳴の発症に有意に関連する因子は、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の

既往、両親のアレルギーの既往であり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃度ともに

有意な関連はみられなかった。 

皮膚症状の発症に有意に関連する因子は、アレルギー疾患の既往のみであり、大気汚染

物質については、SPM、NO2濃度ともに有意な関連はみられなかった。 

鼻症状の発症に有意に関係する因子は、性別（男子）、アレルギー疾患の既往、出生順位

（第１子）、両親のアレルギーの既往であり、大気汚染物質については、SPM、NO2濃度と

もに有意な関連はみられなかった。 

鼻・結膜症状の発症に有意に関係する因子は、性別（男子）、アレルギー疾患の既往、両

親のアレルギーの既往であり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃度ともに有意な関

連はみられなかった。 

 

同様に、各症状の持続に関係する因子を解析した結果を表７(52P-56P)に示した。 

喘息、皮膚症状、鼻・結膜症状の持続に有意に関連する因子はみられなかった。 

喘鳴の持続に有意に関連する因子は、性別（男子）と家屋構造（鉄筋は持続率が低い）

であり、大気汚染物質については、SPM、NO2濃度ともに有意な関連はみられなかった。 

鼻症状の持続に有意に関係する因子は、性別（男子）、アレルギー疾患の既往、乳児期の

栄養法（母乳及び混合栄養は人工栄養に比べて持続率が高い）であり、大気汚染物質につ

いては、SPM、NO2濃度ともに有意な関連はみられなかった。 

 

さらに、平成２０年度の調査で喘息症状がなく、平成２１～２４年度の調査で１回以上

の有効回答が得られたものについて、年度別の喘息発症率を表８(57P)に示した。平成２０

年度に喘息症状がなかった２，４２７名のうち、平成２１年度は４１名（１.７％）に新た
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に喘息症状がみられた。同様に、平成２２， ２３， ２４年度はそれぞれ２５名（１.０％）、

１５名（０.６％）、１０名（０.４％）に新たに喘息症状が出現し、累計では９１名（３.７％）

が新たに喘息症状を発症した。 

これらを対象に、喘息の発症（累計）に関係する因子を解析した結果を表９(58P)に示し

た。有意な関連を示した因子は、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既往、

両親のアレルギーの既往、家屋構造（鉄筋は発症率が低い）であり、大気汚染物質につい

ては、SPM、NO2濃度ともに有意な関連はみられなかった。 

 

② 横断調査 

平成２０年度の調査で有効回答が得られ、大気汚染物質濃度が推計できた６，７２６名

（男子３，４５１名、女子３，２７５名）を対象に、喘息、喘鳴、皮膚症状、鼻症状、鼻・

結膜症状に関連する因子について、多重ロジスティック回帰モデルを用いて解析した結果

を表１０(59P-63P)及び図６ａ(40P)に示した。 

喘息に有意に関係する因子は、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既往、

両親のアレルギーの既往、ペットの飼育（現在あり）であり、大気汚染物質については、

SPM、NO2濃度ともに有意な関連はみられなかった。 

喘鳴に有意に関係する因子は、性別（男子）、学年（５， ６年生は１年生よりも有意に

低い）、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既往、両親のアレルギーの既往、

ペットの飼育（現在あり）であり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃度ともに有意

な関連はみられなかった。 

皮膚症状に有意に関係する因子は、学年（６年生は１年生よりも有意に低い）、アレルギ

ー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既往、両親のアレルギーの既往、家屋内のカビで

あり、大気汚染物質については SPM濃度との間に統計学的に有意な関連がみられた。平成

１９年度の SPM推計濃度０.０１mg/m3増加あたりのオッズ比は、SPMのみを含むモデル

では１.３７（９５％信頼区間：１.０１-１.８５、p=０.０４１）であり、NO2濃度を同時に

含むモデルでも１.４５（９５％信頼区間：１.０５-２.００、p=０.０２４）と有意であった。 

鼻症状に有意に関係する因子は、性別（男子）、学年（２～５年生は１年生よりも有意に

高い）、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既往、出生順位（第１子）、両親

のアレルギーの既往、家屋内のカビであり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃度と

もに有意な関連はみられなかった。 

鼻・結膜症状に有意に関係する因子は、性別（男子）、学年（２～６年生は１年生よりも
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有意に高い）、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既往、出生順位（第１子）、

両親のアレルギーの既往であり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃度ともに有意な

関連はみられなかった。 

 

同様に、平成２４年度の調査で有効回答が得られ、大気汚染物質濃度が推計できた６，

５２３名（男子３，２７９名、女子３，２４４名）を対象に、喘息、喘鳴、皮膚症状、鼻

症状、鼻・結膜症状に関連する因子について、多重ロジスティック回帰モデルを用いて解

析した結果を表１１(64P-68P)及び図６ｂ(40P)に示した。 

喘息に有意に関係する因子は、性別（男子）、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器

疾患の既往、出生順位（第１子）、両親のアレルギーの既往、ペットの飼育（現在あり）で

あり、大気汚染物質については SPM及び NO2濃度との関連がみられた。SPMのみを含む

モデルでは平成２３年度の SPM 推計濃度０.０１mg/m3 増加あたりのオッズ比が２.３６

（９５％信頼区間：１.２４-４.５２、p=０.００９）、NO2のみを含むモデルでは NO２推計

濃度０.０１ppm 増加あたりのオッズ比が１.７７（９５％信頼区間：１.００-３.１３、p=

０.０５０）といずれも有意であった。しかし、SPMとNO2濃度を同時に含むモデルでは、

それぞれのオッズ比は２.１１（９５％信頼区間：０.９５-４.７１、p=０.０６７）、１.１９

（９５％信頼区間：０.５８-２.４６、p=０.６４０）であり、いずれも１よりは大きいが、

統計学的に有意ではなくなった。 

喘鳴に有意に関係する因子は、性別（男子）、学年（２～６年生は１年生よりも有意に低

い）、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既往、母親の喫煙、両親のアレルギ

ーの既往であり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃度ともに有意な関連はみられな

かった。 

皮膚症状に有意に関係する因子は、アレルギー疾患の既往、乳児期の母乳栄養、２歳以

前の呼吸器疾患の既往、両親のアレルギーの既往であり、大気汚染物質については SPM及

び NO2濃度との関連がみられた。SPMのみを含むモデルでは平成２３年度の SPM推計濃

度０.０１mg/m3増加あたりのオッズ比が２.１０（９５％信頼区間：１.３４-３.２８、p=０.

００１）、NO2濃度のみを含むモデルでは NO2推計濃度０.０１ppm増加あたりのオッズ比

が１.５０（９５％信頼区間：１.０１-２.２４、p=０.０４７）といずれも有意であった。両

者を同時に含むモデルではそれぞれのオッズ比が２.１２（９５％信頼区間：１.２２-３.７

０、p=０.００８）、０.９９（９５％信頼区間：０.５９-１.６５、p=０.９５８）であり、SPM

推計濃度との関連のみ有意であった。 
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鼻症状に有意に関係する因子は、性別（男子）、学年（５， ６年生は１年生よりも有意

に高い）、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既往、出生順位（第１子）、両

親のアレルギーの既往、家屋内のカビであり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃度

ともに有意な関連はみられなかった。 

鼻・結膜症状に有意に関係する因子は、学年（２年生及び４～６年生は１年生よりも有

意に高い）、アレルギー疾患の既往、２歳以前の呼吸器疾患の既往、出生順位（第１子）、

両親のアレルギーの既往、家屋内のカビであり、大気汚染物質については、SPM、NO2 濃

度ともに有意な関連はみられなかった。 
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５．考 察 

 

(1) 調査の実施状況 

 加古川市及び播磨町内の小学生を対象に平成２０年度から５年間にわたって呼吸器・ア

レルギー症状に関する調査を実施し、大気汚染濃度との関係について横断的及び縦断的解

析を行った。年度ごとの有効回答率は８０.０～８４.４％と良好であった。また、平成２０

年度に有効回答が得られた１年生２，５７８名のうち、平成２４年度までの５年間連続し

て有効な回答が得られたものは１，６５０名（６４.０％）と比較的高率であった。 

 

(2) 大気汚染物質への曝露の評価について 

 大気汚染状況は、地域内の環境大気測定局における SPM、NO2濃度はいずれも年々低下

傾向にあり、全国的な大気汚染状況とほぼ同様であると考えられた。これらの大気汚染物

質への曝露と健康影響との関係を評価する際に、従来の疫学研究では居住地の近隣にある

大気環境測定局における濃度を用いたものが多い。しかし、この方法では大気汚染物質の

発生源周辺における曝露状況の評価が十分とはいえない。近年は対象者毎により正確な曝

露評価するために様々な方法が提案されている。環境省の「局地的大気汚染の健康影響に

関する疫学調査（学童コホート調査）」1)では、道路沿道における自動車排出ガスへの曝露

を評価するために元素状炭素（EC）と窒素酸化物（NOx）を指標として気流モデルや拡散

モデルを組み合わせて屋外濃度を推計し 2)、対象者毎に屋外濃度、屋内濃度に加えて、行動

時間を考慮した時間加重モデルにより個人曝露量を推計している。一方、環境省が全国で

３歳児と６歳児を対象に毎年実施している「大気汚染に係る環境保健サーベイランス調査」

3)では、一般環境大気測定局における大気汚染物質濃度の測定値を空間的に補間することに

より、１km2メッシュ毎の大気汚染物質濃度を推定している。 

 本調査では、SPMについては、加古川市、播磨町及びその周辺市町にある環境大気測定

局における測定値をクリギング法 4)を用いて空間補間を行うことにより、対象児童の住所地

における年度ごとの平均濃度を推計した。NO2 は自動車排気ガスに由来するものが多いた

め、クリギングに道路延長(m) を組み入れた線形回帰モデルを作成して年度ごとの平均濃

度を推計した。一部の対象者について簡易測定器を用いて家屋内外における NO2濃度の実

測を行ったところ、近隣の測定局における濃度や単純なクリギング法による推計値を用い

た場合よりも今回使用したモデルによる推計値の方が実測値との差が小さく、妥当なもの

と考えられた。ただし、SPM濃度については対象者の家屋における実測を行っていないた
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め、推計値の妥当性を十分に確認することはできていない。 

 

(3) 追跡調査について 

 大気汚染による小児への健康影響として、従来から多くの疫学調査で喘息、喘鳴が取り

上げられており、本調査でも国際的に用いられている標準化された質問票を用いて評価し

た。また、近年国際的に広く採用されている小児アレルギーに関する質問票を用いて、ア

トピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、アレルギー性鼻結膜炎の症状についても評価した。 

平成２０年度の１年生を対象とした縦断的解析では、平成２０年度に喘息症状がなかっ

た２，４２７名のうち、平成２４年度までに９１名（３.７％）が新たに喘息を発症した。

平成１７～２１年度に全国の３大都市圏で実施された環境省の学童コホート調査１)では、初

年度に喘息がなかった１～３年生１０，０６９名のうち、その後の４年間に喘息を発症し

たものは３０９名（３.１％）であり、初年度の１年生に限定すると３，５６６名のうち１

２３名（３.４％）であった。今回の結果もこれとほぼ同様であるとみなすことができる。 

 喘息の発症に関連する様々な因子について多重ロジスティック回帰分析を行ったところ、

２歳以前の呼吸器疾患の既往、本人及び両親のアレルギー疾患の既往が強く関係している

ことが示された。これまでに国内外で行われた多くの疫学調査において、２歳以前の呼吸

器疾患やアレルギー疾患の既往が喘息の発症に大きく寄与することが報告されており 5)、今

回もこれらの因子と喘息発症との関連が確認された。家屋構造については、鉄筋家屋に居

住するものの喘息発症リスクが有意に小さかった。その機序は明らかではないが、環境省

の学童コホート調査１)でも、木造家屋に居住するものは鉄筋家屋よりも喘息発症のオッズ比

が有意に大きいことが観察されており、今回の結果と同様であった。 

大気汚染物質については、SPM、NO2の推計濃度との関連はいずれも有意ではなかった。

環境省の学童コホート調査 1)では、自動車排出ガスの指標として EC と NOx の個人曝露量

を推計し、喘息発症との関連を検討している。その結果、これらの汚染物質への曝露量が

高いと喘息発症のオッズ比が高くなる傾向が認められている。本調査では EC及びNOxの

曝露量は推計していないので、結果を単純に比較することはできないが、環境省の調査は

大都市圏の幹線道路周辺という限られた地域において自動車排出ガスの影響を評価してい

るのに対して、本調査は加古川市、播磨町全域を対象として地域内の大気汚染との関連を

評価しており、目的が異なっていることに留意が必要である。 

喘鳴の発症率は１０.４％であり、喘息の発症率よりもかなり高かった。しかし、喘鳴の

発症との間に有意な関連が認められた因子は喘息とほぼ同様であり、大気汚染物質濃度と
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の関連は有意ではなかった。また、小児期のアレルギーとして注目されている皮膚症状、

鼻症状、鼻結膜症状の発症についても評価したところ、鼻症状および鼻結膜症状の発症率

はそれぞれ３７.８％、２８.８％と非常に高く、特に男子で高率であった。これらの発症に

は本人及び両親のアレルギー疾患の既往の影響が大きく、大気汚染物質濃度との関連はい

ずれも有意ではなかった。 

初年度にこれらの症状を有していたものを対象に、その後の症状の持続状況について検

討したところ、喘鳴症状が持続したものは２６.８％であったが、その他の症状の持続率は

４５％以上と高かった。特に、鼻症状および鼻結膜症状の持続率はそれぞれ７５.８％、６

１.８％と非常に高く、１年生時点で症状を有するものの多くは高学年になっても持続して

いることが明らかとなった。これらの症状の持続と大気汚染物質濃度との関連はいずれも

有意ではなかった。ただし、いずれも初年度に症状があった者を対象としたため、解析対

象者数が限定されている点に留意が必要である。 

 ５年間にわたる各症状の有症状況についての検討では、すべての症状について２歳以前

の呼吸器疾患の既往、本人及びアレルギー疾患の既往との関連が有意であった。また、男

子の女子に対するオッズ比はいずれも１よりも大きく、皮膚症状以外では有意であった。

学年のオッズ比は、喘鳴では１よりも有意に小さいのに対して、鼻症状と鼻結膜症状では

１よりも有意に大きく、成長とともに喘鳴症状は少なくなり、鼻症状、鼻結膜症状が増加

することが明らかとなった。また、家屋内にカビがあると答えた者はすべての症状のオッ

ズ比が１よりも大きく、鼻結膜症状以外では有意であったことから、家庭等における生活

環境がこれらの症状に関連していることが示唆された。一方、大気汚染物質については、

SPM、NO2ともにすべての症状との関連は有意ではなかった。 

 

(4) 横断調査について 

地域内の小学生における呼吸器・アレルギー症状の有症状況を把握するために、平成２

０年度と２４年度は、加古川市では大気環境測定局に近接する８小学校、播磨町では町内

４小学校全校において全学年を対象とした調査を行い、それぞれ６，７２６名、６，５２

３名についての横断的な解析を実施した。 

平成２０年度、２４年度の調査ともに、２歳以前の呼吸器疾患の既往、本人及び両親の

アレルギーの既往はすべての症状と有意な関連が認められ、呼吸器・アレルギー症状はこ

れらの既往歴の影響が大きいことが改めて確認された。また、出生順位では第１子の第２

子以降に対するオッズ比が、平成２０年度、２４年度ともに鼻症状と鼻結膜症状で有意に
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大きく、平成２４年度は喘息でも有意であった。 

生活環境については、平成２０年度はペットの飼育と喘息、喘鳴との関連が有意であり、

喘息との関連は平成２４年度も有意であった。また、家屋内のカビは平成２０年度の皮膚

症状と鼻症状、平成２４年度の鼻症状と鼻結膜症状との関連が有意であった。こうした日

常生活環境がアレルギー症状に影響を及ぼす可能性が示唆された。 

大気汚染物質については、調査前年度の年平均推定値との関連を評価したところ、平成

２０年度、２４年度ともに皮膚症状と SPM濃度との関連が有意であり、NO2濃度の影響を

調整しても同様であった。平成２４年度は皮膚症状とNO2との関連も有意であったが、SPM

濃度を調整したところ有意ではなくなった。SPM濃度増加あたりのオッズ比は、平成２０

年度よりも平成２４年度のほうが大きかったが、この間に SPM濃度が低下したことを反映

しているためと考えられた。また、平成２４年度は喘息と SPM 及び NO2濃度との関連も

有意であったが、両者を含むモデルではいずれの汚染物質との関連も有意ではなくなった。 

大気汚染物質が喘息等の呼吸器症状に影響を及ぼすことについては多くの報告があるが、

皮膚症状との関連についての知見は十分ではない。ドイツにおける出生コホート研究では、

NO2 濃度が高いほど、また幹線道路に近いほど湿疹の有症率が高いことが報告されている

6)。また、最近の韓国で行われた研究では粒子状物質への曝露がアトピー性皮膚炎の症状を

増悪させることが見いだされている 7)。本調査では、平成２０年度、２４年度ともに横断調

査で SPMと皮膚症状との間に有意な関連が認められたが、追跡調査による縦断的な解析で

は両者の関連は有意ではなかったため、両者の因果関係は明らかではない。SPM濃度は近

年低下傾向にあるが、今後の動向に注意すべきであろう。 
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６．まとめ 

  

加古川市及び播磨町内の小学生を対象に平成２０年度から５年間にわたって呼吸

器・アレルギー症状に関する調査を実施し、大気汚染濃度との関係について横断的及び

縦断的解析を行った。 

大気汚染状況は、地域内の SPM、NO2濃度はいずれも年々低下傾向にあり、全国的

な大気汚染状況と同様であった。本調査では、SPM は地域内の大気環境測定局におけ

る測定値の空間補間することにより、NO2は空間補間に道路状況を考慮することにより、

対象児童の住所地における年度毎の平均値を推計した。 

平成２０年度の１年生を５年生まで毎年調査を行った結果、追跡期間中の喘息の発症

率は３.７％であり、２歳以前の呼吸器疾患の既往、本人及び両親のアレルギー疾患の

既往などとの関連が示されたが、大気汚染物質濃度との関連はみられなかった。同様に、

喘鳴、皮膚症状、鼻症状、鼻結膜症状の発症についてもアレルギー疾患の既往の影響が

大きく、大気汚染物質濃度との関連はみられなかった。 

平成２０年度及び２４年度に実施した横断調査においても、呼吸器・アレルギー症状

は２歳以前の呼吸器疾患の既往、本人及び両親のアレルギー疾患の既往の影響が大きく、

家屋内のカビとの関連も認められた。大気汚染物質については、平成２０年度、２４年

度ともに皮膚症状と SPM濃度との関連が有意であり、NO2濃度の影響を調整しても同

様であった。平成２４年度は喘息と SPM及び NO2濃度との関連も有意であった。 

SPM、NO2 濃度は年々低下傾向にあり、追跡調査による縦断的な解析ではいずれの

症状との関連もみられなかったため、これらの大気汚染物質と喘息や皮膚症状との因果

関係は明らかではないが、今後も動向に注意する必要があろう。 
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用語解説 

 

○ 略語 

NO2 Nitrogen dioxides 二酸化窒素 

Nox Nitrogen oxides 窒素酸化物の総称 

SPM Suspended particulate matter 浮遊粒子状物質 

EC Elemental Carbon 元素状炭素 

   

○ 用語 

用 語 意 味 

p値(有意確率) 
ある事象が偶然に起こったとする確率を示し、通常はそれが５％以

下の場合、ある事象は偶然では無く、「有意」であると表現する。 

r値(相関係数) 

ある事象から得られた２つの変数が直線的な二次元関係を示す場

合、「相関」があると言い、その関係の強さを表す「相関係数」を

r値で示し、－１～＋１の間で「負」「正」の相関があると表現する。 

信頼区間(CI) CI(Confidential interval)とは、ある標本データから得られた統計

値が母集団の中で「真の値」として含まれる範囲を推定するもので、

通常は「９５％信頼区間」を使用するが、有意判定とは別である。 

オッズ ある事象の起こる確率（p）を起こらない確率（q=１－p）で割っ

た値（p/q）。単純確率(リスク)よりも事象の発現性が強調される。 

オッズ比 １つの群ともう１つの群とにおける、ある事象の起こりやすさを、

上記オッズの比をとって、判りやすくするため表現するもの。 

共変量 重回帰分析で注目すべき要因（説明変数）以外の要因（調整因子） 

回帰 ある変数同士の関係を特定の数式(回帰式)で定量化して表せる状態 

ロジスティック回

帰モデル 

あるグループへの従属あり・なしなど２値変数の場合に利用される

回帰モデルで、各独立変数に対してオッズ比が計算される。 

一般化推定方程式 経時的なデータの分析法の一つであり、同一対象者に繰り返して測

定を行った場合で、その間に相関をもつ反応に対する因子の効果を

評価することができる。 

横断調査 特定時点における、ある集団の罹患率や有病率等を調査する方法． 

追跡調査 同一集団を対象に、時系列的に繰り返し調査を行って、疾病の発生

等の状況を調べる調査のことである。コホート調査ともいう。 

ATS-DLD質問票 米国胸部疾患協会（American Thoracic Society）と米国国立心臓・

肺・血液研究所の肺疾患部門（National Heart,Lung,Blood Institute、

Division of Lung Disease）がそれぞれ作成した質問票を参考として

作成された呼吸器症状質問票。 
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７．【参考】大気汚染物質濃度の曝露推計について 

 

(1) はじめに 

大気汚染の健康影響を疫学的により正しく評価するためには、各対象者がどれだけ大気

汚染物質に曝露したのかを評価する必要がある。しかし、個人毎に大気汚染物質への暴露

量を継続して長期的に測定することは不可能であり、様々な代替手段が検討されている。 

従来は、主として住居に最も近い大気汚染常時監視測定局における測定値が用いられて

きた。近年、より正確な曝露量を得るために、空間統計学的手法が導入されつつあり、い

くつかの方法が提唱されている。しかし、いずれの方法も改良の余地は大きい。 

本調査では、新たに大気汚染物質への曝露量を推計するモデルを開発し、対象児童の家

屋における大気汚染物質濃度を推計した。また、平成２４年度には一部の家庭で簡易測定

器を用いて二酸化窒素（NO2）濃度の測定を行い、推計モデルの妥当性を検討した。 

 

(2) 対象と方法 

① 実測調査 

平成２４年度に、一部の児童を対象として NO2の居住家屋の屋内・屋外の濃度及び個人

曝露濃度を測定した。地域性を考慮して次の３小学校を選定し、平成２４年９月に５年生

全員の保護者に調査の説明文書、同意書を配布して同意の得られた家庭を対象とした。 

加古川市北部：平荘小学校 

加古川市中部：野口北小学校 

播磨町：播磨小学校 

同意が得られた世帯を対象に、大気中の NO2を捕集する簡易測定器（アドバンテック東

洋製フィルタバッジ NO2、以下、フィルタバッジ）と質問票（調理器具の熱源、暖房の種

類、家屋構造、喫煙者の同居）を送付し、屋外濃度、屋内濃度、及び学童に装着した携行

時の濃度を年２回（平成２４年１０月、平成２５年２月）、それぞれ３日間捕集したのちに、

フィルタバッジと質問票を返信票封筒に入れて兵庫医科大学公衆衛生学講座に送付しても

らった。回収されたフィルタバッジは、兵庫医科大学にて分析し、NO2の平均濃度を得た。 

また、近隣の大気汚染常時監視測定局における調査期間中の NO2 濃度を得た。 

 

② 推計モデル 

複数の測定局で得られた測定濃度からその付近の濃度を推定するための手法にはさまざ

まなものが提案されているが、大きく分けると、クリギング法または土地利用回帰モデル

に分類できる。本研究は、土地利用回帰モデルの誤差項にクリギングを階層的に組み入れ

る工夫を施すことにより、新しい空間回帰モデルを提案した。本モデルは、大気汚染物質

の観測値は滑らかな分布に従っており、大気汚染物質の分布を説明する共変量は独立では

なく空間構造を持つという考えに基づいている。NO2は自動車排気ガス由来のものが多く、

幹線道路付近では濃度が高いことが知られているため、１．０ km2当たりの幅員１３．０
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m以上の道路延長(m) を考慮した線形回帰モデルに演繹的な普通型クリギングを組み入れ

た。開発したモデルは、実測値との比較によりその精度を検討した。 

 

(3) 結果と考察 

① 実測調査 

実測調査には７６世帯の同意が得られた。測定器返却率は、第１ 回調査で８６％(６５／

７６)、第２回調査で９４％(６９／６５) であった。そのうち、有効な測定結果が得られた

のは、第１回 調査で６２ 件、第２回調査で５８ 件であった。屋外濃度、屋内濃度、携行

濃度の平均と標準偏差(SD) を表 1 に示した。屋外濃度は、第１回調査と第２回調査で差が

ほとんどなかったが、屋内濃度は大きく異なり、第２回調査ではばらつきが大きかった。

これは暖房器具の影響と考えられる。携行濃度は屋内濃度と同傾向であったが、屋内濃度

ほどの差はなかった。携行濃度は屋外濃度と屋内濃度を時間加重したものと考えることが

できるが、調査結果はこれと矛盾しなかった。 

 

表１ NO2濃度測定結果 

 屋外濃度  屋内濃度  携行濃度 

 n 平均 SD  n 平均 SD  n 平均 SD 

第１回調査 65 0.012 0.003  65 0.013 0.009  40 0.010 0.004 

第２回調査 58 0.016 0.007  58 0.043 0.045  33 0.022 0.022 

濃度の単位は ppm。nは対象者数、SDは標準偏差。 

 

② 提案モデルによる推計と実測値の比較 

大気汚染常時監視測定局の測定値から、各家庭の地点における屋外 NO2 濃度を２ 種類

（クリギング法、提案法）の方法で推定した。また、最近隣法として、最寄りの測定局の

測定値をそのまま用いる場合についても比較した。クリギング法は、空間共分散構造をモ

デリングする最適空間補間法である。 

実測値と最近隣測定局の測定値、及び実測値と提案モデル推定値の散布図を図１に示し

た。実測値は、最近隣測定局の測定値よりも提案法による推定値との関連が大きかった。

第２回調査における両者の相関係数は第１回よりも低かったが、NO2濃度が０.０３ppmを

超える家庭がみられたことによる。こうした外れ値を除き、２回の調査結果を統合して解

析した結果は図２に示したとおり、実測値と提案法による推定値との相関係数は０.６２３

であった。 

さらに、最近隣法、クリギング法、提案法による推計誤差の大きさを評価するために、

実測値と推定値の差の平均である平均二乗誤差を求めたところ、提案法の誤差が最も小さ

かった（表２）。 
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図 1 屋外 NO2の実測値と最近隣測定局の測定値及び提案法による推定値の関連 

（調査時期別） 
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図２ 屋外 NO2の実測値と最近隣測定局の測定値及び提案法による推定値の関連 

（２回分統合、７点の外れ値を除外） 

 

 

 

表２ 屋外 NO2の実測値と最近隣測定局の測定値及び提案法による推定値の平均二乗誤差 

 平均二乗誤差（ppb） 

 第１回調査 第２回調査 

最近隣測定局の測定値 3.14 8.60 

クリギング法による推計値 2.60 7.23 

今回提案した方法による推計値 2.53 7.03 

 

 

 

(4) おわりに 

今回提案した NO2の曝露推計モデルは、近隣測定局の測定値や単純なクリギング法によ

る推計値よりも実測値との関連が大きく、妥当なものであると考えられた。ただし、屋外

NO2 濃度の実測は、年２回、各３日間ずつしか行っておらず、推計値との間にはかなりの

ばらつきもあることから、大気汚染物質濃度の推定には相当な不確実性があると考えられ

た。 
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0
.0

1
m

g/
m

3
増

加
あ

た
り

）
0
.8

9
0
.6

9
1
.1

4
0
.3

5
4

0
.9

8
0
.7

3
1
.3

0
0
.8

7
5

N
O

2
 (

0
.0

1
pp

m
増

加
あ

た
り

）
0
.8

1
0
.6

0
1
.0

7
0
.1

4
2

0
.8

2
0
.5

9
1
.1

3
0
.2

1
6

S
P

M
：
各

年
度

の
浮

遊
粒

子
状

物
質

濃
度

推
計

値
、

N
O

2
：
各

年
度

の
二

酸
化

窒
素

濃
度

の
推

計
値
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表
４

．
呼

吸
器

・
ア

レ
ル

ギ
ー

症
状

発
症

率
（
5
年

間
継

続
し

て
有

効
回

答
が

得
ら

れ
た

も
の

）

男
子

女
子

計

対
象

者
発

症
（
％

）
対

象
者

発
症

（
％

）
対

象
者

発
症

（
％

）

喘
息

7
5
8

3
6

4
.7

8
3
0

2
5

3
.0

1
5
8
8

6
1

3
.8

喘
鳴

6
9
1

8
8

1
2
.7

7
6
1

6
3

8
.3

1
4
5
2

1
5
1

1
0
.4

皮
膚

症
状

7
1
6

6
2

8
.7

7
8
7

8
3

1
0
.5

1
5
0
3

1
4
5

9
.6

鼻
症

状
5
1
9

2
2
2

4
2
.8

6
6
5

2
2
5

3
3
.8

1
1
8
4

4
4
7

3
7
.8

鼻
・
結

膜
症

状
6
5
6

2
1
6

3
2
.9

7
5
6

1
9
1

2
5
.3

1
4
1
2

4
0
7

2
8
.8

平
成

2
0
年

度
に

症
状

が
な

か
っ

た
も

の
の

う
ち

、
平

成
2
1
～

2
4
年

度
に

症
状

が
出

現
し

た
割

合

（
人

数
は

平
成

2
0
年

度
に

各
症

状
が

な
か

っ
た

も
の

）

表
５

．
呼

吸
器

・
ア

レ
ル

ギ
ー

症
状

持
続

率
（
5
年

間
継

続
し

て
有

効
回

答
が

得
ら

れ
た

も
の

）

男
子

女
子

計

対
象

者
持

続
（
％

）
対

象
者

持
続

（
％

）
対

象
者

持
続

（
％

）

喘
息

3
9

2
2

5
6
.4

2
3

6
2
6
.1

6
2

2
8

4
5
.2

喘
鳴

1
0
6

4
1

3
8
.7

9
2

1
2

1
3
.0

1
9
8

5
3

2
6
.8

皮
膚

症
状

8
1

4
2

5
1
.9

6
6

2
7

4
0
.9

1
4
7

6
9

4
6
.9

鼻
症

状
2
7
8

2
2
6

8
1
.3

1
8
8

1
2
7

6
7
.6

4
6
6

3
5
3

7
5
.8

鼻
・
結

膜
症

状
1
4
1

9
0

6
3
.8

9
7

5
7

5
8
.8

2
3
8

1
4
7

6
1
.8

平
成

2
0
年

度
に

症
状

が
あ

っ
た

も
の

の
う

ち
、

平
成

2
1
～

2
4
年

度
に

も
症

状
が

持
続

し
た

割
合

（
人

数
は

平
成

2
0
年

度
に

各
症

状
が

あ
っ

た
も

の
）
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表
６

．
呼

吸
器

ア
レ

ル
ギ

ー
症

状
の

発
症

と
関

連
要

因
（
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

分
析

）
a.

 喘
息

S
P
M

を
含

む
モ

デ
ル

N
O

2
を

含
む

モ
デ

ル
S
P
M

と
N

O
2
を

含
む

モ
デ

ル

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

性
別 男

子
／

女
子

1
.5

5
0
.8

9
2
.7

0
0
.1

1
8

1
.5

5
0
.8

9
2
.7

0
0
.1

1
8

1
.5

5
0
.8

9
2
.6

9
0
.1

2
3

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

既
往

あ
り

／
な

し
3
.3

4
1
.6

5
6
.7

5
0
.0

0
1

3
.3

4
1
.6

5
6
.7

6
0
.0

0
1

3
.3

2
1
.6

4
6
.7

1
0
.0

0
1

乳
児

期
の

栄
養

法
母

乳
の

み
0
.7

2
0
.3

0
1
.7

0
0
.4

4
9

0
.7

2
0
.3

0
1
.7

1
0
.4

5
9

0
.7

2
0
.3

0
1
.7

0
0
.4

4
8

混
合

1
.1

8
0
.5

2
2
.6

7
0
.6

8
5

1
.1

8
0
.5

2
2
.6

7
0
.6

8
5

1
.1

7
0
.5

2
2
.6

5
0
.7

0
1

人
工

1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
2
歳

以
前

の
呼

吸
器

疾
患

既
往

あ
り

／
な

し
1
.1

1
0
.5

5
2
.2

3
0
.7

7
4

1
.1

1
0
.5

5
2
.2

4
0
.7

6
4

1
.1

1
0
.5

5
2
.2

4
0
.7

6
7

家
庭

内
喫

煙
母

親
1
.4

2
0
.5

9
3
.3

9
0
.4

3
5

1
.4

0
0
.5

9
3
.3

6
0
.4

4
7

1
.4

6
0
.6

1
3
.5

0
0
.4

0
1

そ
の

他
0
.8

2
0
.4

5
1
.4

9
0
.5

1
3

0
.8

2
0
.4

5
1
.4

8
0
.5

0
1

0
.8

1
0
.4

5
1
.4

7
0
.4

8
8

な
し

1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
出

生
順

位
第

1
子

／
第

2
子

以
降

0
.9

8
0
.5

7
1
.6

9
0
.9

3
4

1
.0

0
0
.5

8
1
.7

3
0
.9

9
6

1
.0

1
0
.5

9
1
.7

5
0
.9

6
6

両
親

の
ア

レ
ル

ギ
ー

既
往

あ
り

／
な

し
2
.0

4
1
.0

7
3
.8

8
0
.0

2
9

2
.0

2
1
.0

6
3
.8

4
0
.0

3
2

1
.9

9
1
.0

5
3
.8

0
0
.0

3
6

家
屋

構
造

鉄
筋

／
そ

の
他

0
.4

5
0
.2

3
0
.8

9
0
.0

2
1

0
.4

5
0
.2

3
0
.9

0
0
.0

2
3

0
.4

6
0
.2

3
0
.9

0
0
.0

2
4

暖
房

器
具

の
種

類
非

排
気

型
／

排
気

型
0
.9

6
0
.5

6
1
.6

6
0
.8

8
9

0
.9

6
0
.5

5
1
.6

5
0
.8

6
9

0
.9

8
0
.5

7
1
.7

0
0
.9

4
9

家
屋

内
の

カ
ビ

あ
り

／
な

し
1
.4

8
0
.8

2
2
.6

6
0
.1

8
9

1
.4

8
0
.8

3
2
.6

6
0
.1

8
7

1
.4

9
0
.8

3
2
.6

8
0
.1

7
9

ペ
ッ

ト
の

飼
育

あ
り

0
.6

2
0
.3

2
1
.1

8
0
.1

4
6

0
.6

1
0
.3

2
1
.1

8
0
.1

4
1

0
.6

0
0
.3

1
1
.1

6
0
.1

2
7

大
気

汚
染

物
質

濃
度

推
計

値
（
5
年

平
均

）

S
P
M

 （
0
.0

1
m

g/
m

3
増

加
あ

た
り

）
1
.3

3
0
.4

9
3
.6

0
0
.5

7
0

2
.3

2
0
.6

7
8
.0

6
0
.1

8
5

N
O

2
 (

0
.0

1
pp

m
増

加
あ

た
り

）
0
.6

4
0
.2

7
1
.5

3
0
.3

1
2

0
.4

1
0
.1

4
1
.2

4
0
.1

1
5

平
成

2
0
年

度
に

症
状

が
な

く
、

平
成

2
1
～

2
4
年

の
間

に
症

状
が

出
現

し
た

者
（
5
年

間
連

続
し

て
有

効
な

結
果

が
得

ら
れ

た
者

）
S
P
M

：
浮

遊
粒

子
状

物
質

濃
度

推
計

値
の

5
年

平
均

、
N

O
2
：
二

酸
化

窒
素

濃
度

推
計

値
の

5
年

平
均
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b.
 喘

鳴
S
P
M

を
含

む
モ

デ
ル

N
O

2
を

含
む

モ
デ

ル
S
P
M

と
N

O
2
を

含
む

モ
デ

ル

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

性
別 男

子
／

女
子

1
.4

7
1
.0

0
2
.1

6
0
.0

5
1

1
.4

6
1
.0

0
2
.1

5
0
.0

5
2

1
.4

7
1
.0

0
2
.1

6
0
.0

5
0

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

既
往

あ
り

／
な

し
2
.0

7
1
.3

5
3
.1

6
0
.0

0
1

2
.0

7
1
.3

5
3
.1

6
0
.0

0
1

2
.0

5
1
.3

4
3
.1

3
0
.0

0
1

乳
児

期
の

栄
養

法
母

乳
の

み
0
.7

5
0
.4

2
1
.3

6
0
.3

4
8

0
.7

4
0
.4

1
1
.3

4
0
.3

2
4

0
.7

4
0
.4

1
1
.3

4
0
.3

1
7

混
合

1
.0

2
0
.5

8
1
.8

0
0
.9

4
6

0
.9

9
0
.5

6
1
.7

5
0
.9

7
7

1
.0

0
0
.5

6
1
.7

6
0
.9

8
7

人
工

1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
2
歳

以
前

の
呼

吸
器

疾
患

既
往

あ
り

／
な

し
2
.2

5
1
.4

2
3
.5

8
0
.0

0
1

2
.2

5
1
.4

2
3
.5

8
0
.0

0
1

2
.2

7
1
.4

2
3
.6

0
0
.0

0
1

家
庭

内
喫

煙
母

親
1
.7

5
0
.9

8
3
.1

3
0
.0

5
8

1
.7

7
0
.9

9
3
.1

6
0
.0

5
5

1
.7

9
1
.0

0
3
.2

0
0
.0

5
1

そ
の

他
0
.9

3
0
.6

1
1
.4

1
0
.7

2
7

0
.9

3
0
.6

1
1
.4

1
0
.7

3
5

0
.9

2
0
.6

1
1
.4

0
0
.7

1
2

な
し

1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
出

生
順

位
第

1
子

／
第

2
子

以
降

1
.2

8
0
.8

7
1
.9

0
0
.2

1
5

1
.2

9
0
.8

7
1
.9

1
0
.2

0
1

1
.3

0
0
.8

8
1
.9

2
0
.1

9
5

両
親

の
ア

レ
ル

ギ
ー

既
往

あ
り

／
な

し
1
.5

3
1
.0

2
2
.3

1
0
.0

4
0

1
.5

3
1
.0

1
2
.3

0
0
.0

4
2

1
.5

2
1
.0

1
2
.2

9
0
.0

4
3

家
屋

構
造

鉄
筋

／
そ

の
他

1
.2

7
0
.8

6
1
.8

7
0
.2

3
4

1
.2

7
0
.8

6
1
.8

8
0
.2

2
8

1
.2

7
0
.8

6
1
.8

8
0
.2

2
5

暖
房

器
具

の
種

類
非

排
気

型
／

排
気

型
0
.7

8
0
.5

3
1
.1

5
0
.2

1
2

0
.7

8
0
.5

3
1
.1

4
0
.1

9
3

0
.7

8
0
.5

3
1
.1

5
0
.2

1
0

家
屋

内
の

カ
ビ

あ
り

／
な

し
0
.9

3
0
.6

3
1
.3

7
0
.7

1
1

0
.9

3
0
.6

3
1
.3

8
0
.7

2
0

0
.9

4
0
.6

3
1
.3

8
0
.7

3
8

ペ
ッ

ト
の

飼
育

あ
り

0
.8

8
0
.5

7
1
.3

6
0
.5

6
7

0
.8

7
0
.5

6
1
.3

5
0
.5

4
2

0
.8

6
0
.5

6
1
.3

4
0
.5

1
6

大
気

汚
染

物
質

濃
度

推
計

値
（
5
年

平
均

）

S
P
M

 （
0
.0

1
m

g/
m

3
増

加
あ

た
り

）
1
.1

4
0
.5

7
2
.3

0
0
.7

1
0

1
.5

4
0
.6

7
3
.5

7
0
.3

1
3

N
O

2
 (

0
.0

1
pp

m
増

加
あ

た
り

）
0
.7

4
0
.3

9
1
.3

9
0
.3

4
7

0
.6

0
0
.2

8
1
.2

8
0
.1

8
4

平
成

2
0
年

度
に

症
状

が
な

く
、

平
成

2
1
～

2
4
年

の
間

に
症

状
が

出
現

し
た

者
（
5
年

間
連

続
し

て
有

効
な

結
果

が
得

ら
れ

た
者

）
S
P
M

：
浮

遊
粒

子
状

物
質

濃
度

推
計

値
の

5
年

平
均

、
N

O
2
：
二

酸
化

窒
素

濃
度

推
計

値
の

5
年

平
均
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c
. 
皮

膚
症

状
S
P
M

を
含

む
モ

デ
ル

N
O

2
を

含
む

モ
デ

ル
S
P
M

と
N

O
2
を

含
む

モ
デ

ル

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

性
別 男

子
／

女
子

0
.7

9
0
.5

4
1
.1

5
0
.2

1
8

0
.7

9
0
.5

4
1
.1

5
0
.2

1
7

0
.7

9
0
.5

4
1
.1

5
0
.2

1
8

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

既
往

あ
り

／
な

し
3
.3

3
2
.1

2
5
.2

3
0
.0

0
0

3
.3

5
2
.1

3
5
.2

6
0
.0

0
0

3
.3

3
2
.1

2
5
.2

4
0
.0

0
0

乳
児

期
の

栄
養

法
母

乳
の

み
0
.9

3
0
.5

2
1
.6

7
0
.8

1
9

0
.9

4
0
.5

3
1
.6

7
0
.8

2
0

0
.9

3
0
.5

2
1
.6

7
0
.8

1
9

混
合

0
.7

9
0
.4

4
1
.4

1
0
.4

1
7

0
.7

8
0
.4

4
1
.4

1
0
.4

1
5

0
.7

9
0
.4

4
1
.4

1
0
.4

1
8

人
工

1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
2
歳

以
前

の
呼

吸
器

疾
患

既
往

あ
り

／
な

し
1
.2

6
0
.7

7
2
.0

5
0
.3

5
6

1
.2

6
0
.7

7
2
.0

4
0
.3

6
0

1
.2

6
0
.7

7
2
.0

5
0
.3

5
8

家
庭

内
喫

煙
母

親
0
.9

7
0
.5

1
1
.8

5
0
.9

2
3

0
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の
ア

レ
ル

ギ
ー

既
往

あ
り

／
な

し
1
.2

1
0
.7

0
2
.0

9
0
.4

9
9

1
.2

0
0
.6

9
2
.0

6
0
.5

2
2

1
.2

0
0
.7

0
2
.0

8
0
.5

0
5

家
屋

構
造

鉄
筋

／
そ

の
他

1
.1

8
0
.6

9
2
.0

2
0
.5

4
2

1
.2

0
0
.7

1
2
.0

6
0
.4

9
4

1
.1

9
0
.7

0
2
.0

4
0
.5

2
0

暖
房

器
具

の
種

類
非

排
気

型
／

排
気

型
0
.6

4
0
.3

8
1
.0

8
0
.0

9
5

0
.6

6
0
.3

9
1
.1

1
0
.1

1
9

0
.6

5
0
.3

9
1
.1

0
0
.1

1
0

家
屋

内
の

カ
ビ

あ
り

／
な

し
1
.0

8
0
.6

4
1
.8

1
0
.7

8
0

1
.1

1
0
.6

6
1
.8

6
0
.6

9
4

1
.0

9
0
.6

5
1
.8

4
0
.7

3
6

ペ
ッ

ト
の

飼
育

あ
り

1
.0

2
0
.5

8
1
.8

0
0
.9

4
3

1
.0

3
0
.5

8
1
.8

2
0
.9

1
4

1
.0

2
0
.5

7
1
.8

0
0
.9

5
7

大
気

汚
染

物
質

濃
度

推
計

値
（
5
年

平
均

）

S
P
M

 （
0
.0

1
m

g/
m

3
増

加
あ

た
り

）
0
.4

2
0
.1

6
1
.1

2
0
.0

8
3

0
.5

3
0
.1

7
1
.6

5
0
.2

7
2

N
O

2
 (

0
.0

1
pp

m
増

加
あ

た
り

）
0
.4

9
0
.2

0
1
.2

0
0
.1

1
6

0
.6

5
0
.2

3
1
.8

6
0
.4

2
4

平
成

2
0
年

度
に

症
状

が
な

く
、

平
成

2
1
～

2
4
年

の
間

に
症

状
が

出
現

し
た

者
（
5
年

間
連

続
し

て
有

効
な

結
果

が
得

ら
れ

た
者

）
S
P
M

：
各

年
度

の
浮

遊
粒

子
状

物
質

濃
度

推
計

値
、

N
O

2
：
各

年
度

の
二

酸
化

窒
素

濃
度

の
推

計
値
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e
. 
鼻

・
結

膜
症

状
S
P
M

を
含

む
モ

デ
ル

N
O

2
を

含
む

モ
デ

ル
S
P
M

と
N

O
2
を

含
む

モ
デ

ル

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

性
別 男

子
／

女
子

1
.5

9
0
.8

6
2
.9

4
0
.1

3
7

1
.6

0
0
.8

6
2
.9

5
0
.1

3
5

1
.5

8
0
.8

6
2
.9

3
0
.1

4
3

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

既
往

あ
り

／
な

し
0
.9

2
0
.2

7
3
.1

9
0
.9

0
0

0
.8

8
0
.2

6
3
.0

4
0
.8

4
2

0
.9

8
0
.2

8
3
.4

0
0
.9

7
1

乳
児

期
の

栄
養

法
母

乳
の

み
1
.2

0
0
.3

8
3
.7

4
0
.7

5
9

1
.2

7
0
.4

0
3
.9

8
0
.6

8
4

1
.2

6
0
.4

0
3
.9

6
0
.6

9
4

混
合

1
.4

0
0
.4

5
4
.3

1
0
.5

5
9

1
.4

9
0
.4

8
4
.6

0
0
.4

9
2

1
.4

7
0
.4

7
4
.5

6
0
.5

0
5

人
工

1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
2
歳

以
前

の
呼

吸
器

疾
患

既
往

あ
り

／
な

し
0
.6

8
0
.3

4
1
.3

4
0
.2

6
5

0
.6

7
0
.3

4
1
.3

2
0
.2

4
5

0
.6

8
0
.3

4
1
.3

5
0
.2

6
8

家
庭

内
喫

煙
母

親
1
.4

8
0
.5

2
4
.2

4
0
.4

6
4

1
.4

5
0
.5

1
4
.1

7
0
.4

8
9

1
.4

1
0
.4

9
4
.0

6
0
.5

2
4

そ
の

他
1
.1

6
0
.6

1
2
.2

0
0
.6

5
9

1
.1

5
0
.6

0
2
.1

9
0
.6

7
2

1
.1

6
0
.6

1
2
.2

2
0
.6

4
4

な
し

1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
出

生
順

位
第

1
子

／
第

2
子

以
降

0
.9

0
0
.4

7
1
.7

2
0
.7

4
7

0
.8

5
0
.4

5
1
.6

2
0
.6

2
7

0
.8

9
0
.4

7
1
.7

1
0
.7

2
7

両
親

の
ア

レ
ル

ギ
ー

既
往

あ
り

／
な

し
1
.8

7
0
.9

3
3
.7

5
0
.0

7
7

1
.8

7
0
.9

3
3
.7

5
0
.0

8
0

1
.8

3
0
.9

1
3
.6

9
0
.0

8
9

家
屋

構
造

鉄
筋

／
そ

の
他

1
.6

6
0
.8

5
3
.2

2
0
.1

3
6

1
.6

7
0
.8

6
3
.2

5
0
.1

2
9

1
.6

1
0
.8

3
3
.1

4
0
.1

5
9

暖
房

器
具

の
種

類
非

排
気

型
／

排
気

型
0
.8

3
0
.4

5
1
.5

3
0
.5

5
1

0
.8

6
0
.4

6
1
.5

9
0
.6

2
4

0
.9

0
0
.4

8
1
.6

9
0
.7

5
3

家
屋

内
の

カ
ビ

あ
り

／
な

し
1
.0

4
0
.5

4
1
.9

9
0
.9

0
5

1
.0

6
0
.5

5
2
.0

2
0
.8

7
0

1
.0

7
0
.5

6
2
.0

6
0
.8

3
1

ペ
ッ

ト
の

飼
育

あ
り

1
.1

9
0
.6

1
2
.3

4
0
.6

1
2

1
.1

3
0
.5

8
2
.2

3
0
.7

1
6

1
.1

4
0
.5

8
2
.2

6
0
.6

9
8

大
気

汚
染

物
質

濃
度

推
計

値
（
5
年

平
均

）

S
P
M

 （
0
.0

1
m

g/
m

3
増

加
あ

た
り

）
1
.3

7
0
.4

6
4
.0

6
0
.5

7
1

2
.1

9
0
.6

0
7
.9

3
0
.2

3
3

N
O

2
 (

0
.0

1
pp

m
増

加
あ

た
り

）
0
.6

6
0
.2

4
1
.7

9
0
.4

1
3

0
.4

5
0
.1

4
1
.4

7
0
.1

8
4

平
成

2
0
年

度
に

症
状

が
な

く
、

平
成

2
1
～

2
4
年

の
間

に
症

状
が

出
現

し
た

者
（
5
年

間
連

続
し

て
有

効
な

結
果

が
得

ら
れ

た
者

）
S
P
M

：
各

年
度

の
浮

遊
粒

子
状

物
質

濃
度

推
計

値
、

N
O

2
：
各

年
度

の
二

酸
化

窒
素

濃
度

の
推

計
値
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表
８

．
喘

息
発

症
者

数
・
発

症
率

（
年

度
別

）

男
子

女
子

計

(n
 =

 1
,2

0
7
)

(n
 =

 1
,2

2
0
)

(n
 =

 2
,4

2
7
)

人
（
％

）
人

（
％

）
人

（
％

）

平
成

2
1
年

度
2
6

2
.2

1
5

1
.2

4
1

1
.7

平
成

2
2
年

度
1
7

1
.4

8
0
.7

2
5

1
.0

平
成

2
3
年

度
8

0
.7

7
0
.6

1
5

0
.6

平
成

2
4
年

度
4

0
.3

6
0
.5

1
0

0
.4

累
計

5
5

4
.6

3
6

3
.0

9
1

3
.7

平
成

2
0
年

度
に

喘
息

症
状

が
な

く
、

平
成

2
1
～

2
4
年

度
に

喘
息

症
状

が
出

現
し

た
者

（
対

象
は

平
成

2
0
年

度
に

症
状

が
な

く
、

平
成

2
1
～

2
4
年

度
に

１
回

以
上

有
効

な
回

答
が

得
ら

れ
た

者
）
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表
９

．
喘

息
の

発
症

と
関

連
要

因
（
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

分
析

）
S
P

M
を

含
む

モ
デ

ル
N

O
2
を

含
む

モ
デ

ル
S
P

M
と

N
O

2
を

含
む

モ
デ

ル

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

性
別 男

子
／

女
子

1
.5

8
0
.9

9
2
.5

5
0
.0

5
8

1
.5

8
0
.9

8
2
.5

5
0
.0

5
8

1
.5

7
0
.9

8
2
.5

3
0
.0

6
1

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

既
往

あ
り

／
な

し
3
.8

4
2
.0

9
7
.0

6
0
.0

0
0

3
.8

7
2
.1

0
7
.1

2
0
.0

0
0

3
.8

5
2
.0

9
7
.0

9
0
.0

0
0

乳
児

期
の

栄
養

法
母

乳
の

み
0
.5

9
0
.3

0
1
.1

7
0
.1

3
4

0
.5

9
0
.3

0
1
.1

6
0
.1

2
5

0
.5

9
0
.3

0
1
.1

6
0
.1

2
6

混
合

0
.8

5
0
.4

5
1
.6

2
0
.6

2
8

0
.8

5
0
.4

5
1
.6

1
0
.6

1
4

0
.8

5
0
.4

5
1
.6

1
0
.6

1
4

人
工

1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
2
歳

以
前

の
呼

吸
器

疾
患

既
往

あ
り

／
な

し
1
.7

5
1
.0

4
2
.9

4
0
.0

3
7

1
.7

6
1
.0

5
2
.9

7
0
.0

3
4

1
.7

7
1
.0

5
2
.9

9
0
.0

3
2

家
庭

内
喫

煙
母

親
1
.2

1
0
.5

8
2
.5

3
0
.6

0
9

1
.2

3
0
.5

9
2
.5

7
0
.5

8
6

1
.2

3
0
.5

9
2
.5

8
0
.5

7
9

そ
の

他
0
.9

7
0
.5

9
1
.6

0
0
.9

1
5

0
.9

7
0
.5

9
1
.6

0
0
.9

2
0

0
.9

7
0
.5

9
1
.5

9
0
.9

0
0

な
し

1
.0

0
1
.0

0
1
.0

0
出

生
順

位
第

1
子

／
第

2
子

以
降

0
.9

5
0
.6

0
1
.5

0
0
.8

2
7

0
.9

6
0
.6

1
1
.5

2
0
.8

6
7

0
.9

6
0
.6

1
1
.5

2
0
.8

6
7

両
親

の
ア

レ
ル

ギ
ー

既
往

あ
り

／
な

し
2
.1

6
1
.2

5
3
.7

3
0
.0

0
5

2
.1

4
1
.2

4
3
.6

9
0
.0

0
6

2
.1

3
1
.2

4
3
.6

7
0
.0

0
6

家
屋

構
造

鉄
筋

／
そ

の
他

0
.4

9
0
.2

8
0
.8

4
0
.0

1
0

0
.4

9
0
.2

8
0
.8

6
0
.0

1
2

0
.4

9
0
.2

8
0
.8

5
0
.0

1
2

暖
房

器
具

の
種

類
非

排
気

型
／

排
気

型
1
.0

4
0
.6

5
1
.6

5
0
.8

7
5

1
.0

4
0
.6

5
1
.6

5
0
.8

7
8

1
.0

5
0
.6

6
1
.6

6
0
.8

5
2

家
屋

内
の

カ
ビ

あ
り

／
な

し
1
.3

9
0
.8

4
2
.2

9
0
.1

9
5

1
.4

0
0
.8

5
2
.3

0
0
.1

8
7

1
.4

1
0
.8

5
2
.3

1
0
.1

8
1

ペ
ッ

ト
の

飼
育

あ
り

0
.8

3
0
.5

0
1
.3

8
0
.4

8
4

0
.8

2
0
.5

0
1
.3

6
0
.4

4
7

0
.8

2
0
.4

9
1
.3

6
0
.4

3
4

大
気

汚
染

物
質

濃
度

推
計

値
（
5
年

平
均

）

S
P

M
 （

0
.0

1
m

g/
m

3
増

加
あ

た
り

）
1
.0

2
0
.4

6
2
.2

4
0
.9

6
6

1
.5

5
0
.6

0
4
.0

4
0
.3

6
8

N
O

2
 (

0
.0

1
pp

m
増

加
あ

た
り

）
0
.6

0
0
.2

9
1
.2

4
0
.1

6
8

0
.4

7
0
.1

9
1
.1

7
0
.1

0
4

平
成

2
0
年

度
に

症
状

が
な

く
、

平
成

2
1
～

2
4
年

の
間

に
症

状
が

出
現

し
た

者

S
P

M
：
浮

遊
粒

子
状

物
質

濃
度

推
計

値
の

5
年

平
均

、
N

O
2
：
二

酸
化

窒
素

濃
度

推
計

値
の

5
年

平
均
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表
１

０
．

呼
吸

器
・
ア

レ
ル

ギ
ー

症
状

と
関

連
要

因
（
全

学
年

、
平

成
2
0
年

度
、

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
回

帰
分

析
）

a.
 喘

息
S
P

M
を

含
む

モ
デ

ル
N

O
2
を

含
む

モ
デ

ル
S
P

M
と

N
O

2
を

含
む

モ
デ

ル

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

オ
ッ

ズ
比

（
9
5
％

信
頼

区
間

）
p値

性
別 男

子
／

女
子

1
.2

9
0
.9

9
1
.6

9
0
.0

5
7

1
.2

9
0
.9

9
1
.6

9
0
.0

5
8

1
.3

0
0
.9

9
1
.6

9
0
.0

5
6

学
年 2
年

生
1
.0

0
0
.6

7
1
.5

1
0
.9

8
3

0
.9

8
0
.6

5
1
.4

8
0
.9

3
1

1
.0

0
0
.6

6
1
.5

1
0
.9

9
9

3
年

生
0
.7

1
0
.4

5
1
.1

1
0
.1

3
0

0
.6

9
0
.4

4
1
.0

8
0
.1

0
5

0
.7

0
0
.4

5
1
.1

0
0
.1

2
3

4
年

生
0
.9

6
0
.6

4
1
.4

5
0
.8

5
0

0
.9

4
0
.6

2
1
.4

1
0
.7

5
2

0
.9

5
0
.6

3
1
.4

4
0
.8

2
2

5
年

生
0
.8

9
0
.5

8
1
.3

6
0
.5

9
4

0
.8

7
0
.5

7
1
.3

2
0
.5

0
8

0
.8

9
0
.5

8
1
.3

6
0
.5

9
2

6
年

生
0
.8

1
0
.5

2
1
.2

7
0
.3

5
8

0
.7

9
0
.5

0
1
.2

3
0
.2

9
1

0
.8

0
0
.5

1
1
.2

6
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５．付 属 資 料 

  ①平成２４年度調査質問票等 
 

保護者の皆様へ 

 

   大気汚染とお子さまの健康との関連を調べる 

              調査(24 年度)へのご協力のお願い 

 

加 古 川 市 

播 磨 町 

加 古 川 医 師 会 

 

 

 保護者の皆様方におかれましては、当地域の環境保健行政各般にわたりご協力をいた

だきありがとうございます。 

 さて、平成２０年度から実施しております「加古川地域における大気汚染の状況と小

学生の健康状態との関連を検討することを目的とした質問票調査」につきまして、学年

の進行に伴う推移を明らかにするため、本年度を調査最終年度として、引き続き実施す

ることにいたしました。 

 この調査へのご回答は、強制的なものではありませんが、地域全体の環境保健の向上

のため、何とぞこの調査へのご理解とご協力をいただくとともに、下記のとおり質問票

をご提出くださいますようお願い申しあげます。 

 

 

記 

 

１ 調査の内容 

   裏面の「調査の概要」と別冊の「健康に関する質問票」のとおりです。 

   ※質問項目は昨年度と同じものですが、調査結果を過去４年分と比較したり、他の病

気などと区別することが目的ですので、何とぞご理解の上ご協力ください。 

   ※昨年度まで質問票を提出されなかった方も、ぜひご協力をお願いします。 

 

２ 提出方法 

 (1) 調査にご協力いただける場合 

別冊の「健康に関する質問票」にご記入、ご回答のうえ、表紙をつけたまま質

問票が入っていた封筒に入れ、封をして担任の先生に提出してください。 

 (2) 調査にご協力いただけない場合 

未記入、未回答のまま「健康に関する質問票」を質問票が入っていた封筒に入

れ、封をして担任の先生に提出してください。 

 

３ 提出期限 

   平成 2４年９月２８日（金）までにお願いいたします。 

 

４ 問い合わせ先 

   加古川市役所健康課         ０７９（４２７）９１００ 

   播磨町役場すこやか環境グループ ０７９（４３５）２６１１ 

   加古川医師会事務局         ０７９（４２１）４３０１ 
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ishikai002
テキストボックス

ishikai002
テキストボックス
（２）調査質問票等
　　① 保護者向け説明書・質問票



大気汚染とお子さまの健康との関連を調べる調査の概要について 

 

 調査の目的 

  加古川地域の事業所および幹線道路などから発生する浮遊粒子状物質、二酸化窒素、

その他の大気汚染物質とそれらの影響が呼吸器やアレルギーの症状として出やすいと

される小学生の健康状態との関連を疫学的に評価することを目的としています。 

 

 調査の対象 

  加古川市：全小学校の５年生と一部の小学校の１年生から６年生 

  播 磨 町：全小学校の１年生から６年生 

  ※保護者の皆様に調査票記入のご協力をお願いします。この調査は、ご同意いただける

方を対象としておりますが、ご同意いただけない場合でも不利益はありません。 

 なお、調査にご協力いただけない場合でも、未回答のままで質問票をご提出ください

ますようお願いします。 

  ※昨年度までの調査に参加されなかった方も、ぜひご協力をお願いします。 

 

 調査内容 

  気管支喘息について国際的に使用されている標準化された質問票を基本としており、

その他アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎に関連する症状などに関する質問票への

ご記入、ご回答をお願いします。 

 

 調査期間 

  平成２０年度から平成２４年度までの５年間実施します。今回、調査の対象となら

れた方につきましては、本年度が調査最終年度となりますので調査へのご協力をよろ

しくお願いします。 

 

 調査体制 

  加古川市と播磨町が合同で加古川医師会に委託して実施しており、加古川医師会内

に設置された専門学識経験者および医師会担当役員などで組織された「加古川地域大

気汚染等健康影響調査実行委員会」が調査・分析を行います。 

 

 個人情報保護 

  調査は、「疫学研究に関する倫理指針」（文部科学省・厚生労働省制定）に基づき実

施しますので、個人情報については厳重に管理されます。具体的には、ご提出いただ

いた質問票は、個人が特定される表紙と質問部分を切り離し、表紙は厳重に保管する

とともに、経年比較をする場合も個人情報はすべて符号によって処理しますので、分

析などに際して個人が特定されることはありません。 

  また、ご記入いただいた内容は、地域的な特徴を把握することにのみ用い、本調査

以外の目的に使用することはありません。ご回答の個別内容も一切公表いたしません。 

 

 調査内容の公表等 

  昨年度までの調査結果の概要を別紙にまとめていますのでご覧ください。この調査

に関する詳細な内容（実施計画や調査報告書など）は、加古川市および播磨町のホー

ムページに掲載しています。また、調査報告書は、各小学校に配付いたします。 
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健 康 に 関 す る 質 問 票 調 査 へ の  

ご 協 力 の お 願 い  
 

こ の 調 査 は 、お 子 さ ま の 呼 吸 器 症 状 や ご 家 庭 の 住 環 境 な ど に 関 す る 質 問 に お 答 え

い た だ く も の で す 。 保 護 者 の 方 が 記 入 し て く だ さ い 。  

同 封 の 説 明 文 書 を お 読 み い た だ き 、 ご 協 力 い た だ け る 場 合 に は 、 以 下 の わ く 内

の 事 項 に ご 記 入 の 上 、次 ペ ー ジ か ら の 質 問 に お 答 え く だ さ い 。設 問 が 多 く て 恐 縮

で す が 、 病 気 の 原 因 を 他 の 要 因 と 区 別 す る な ど の 必 要 性 の あ る も の で す の

で 、 ど う か ご 理 解 ・ ご 協 力 の 程 お 願 い 致 し ま す 。 す べ て の 調 査 内 容 に つ い て

み な さ ま の プ ラ イ バ シ ー を 守 り 、 こ れ ら を 調 査 目 的 以 外 に は 使 用 い た し ま せ ん 。  

な お 、 ご 協 力 い た だ け な い 場 合 に は 、 未 記 入 、 未 回 答 の ま ま 、 こ の 質 問 票 を も

と の 封 筒 に 入 れ て 提 出 し て く だ さ い 。  

  

記 入 年 月 日  平成    年     月     日  

お

 

子

 
さ

 

ま 

フ  リ  ガ  ナ  (姓 ) (名 ) 

お  名  前  
 

生 年 月 日  平成    年     月     日生まれ  

性   別  男  ・  女  

小学校名・学年・組       小学校     年      組  

現 住 所 ※ １  

 

市 

町 

 

（ 番 地 ま で 正 確 に ご 記 入 く だ さ い 。 ）

２ ※ 代

諾

者

ご 署 名   

お子さまとの関係   

 

※ １ ： こ の 調 査 で は 、 お 住 ま い に お け る 大 気 汚 染 等 の 環 境 の 状 況 を 正 確 に 把 握 す る た

め に 住 所 情 報 が 必 要 で す の で 、 ご 記 入 く だ さ る よ う お 願 い い た し ま す 。  

※ ２ ： 代 諾 者 と は 、 お 子 さ ま の 代 わ り に 本 調 査 へ の 協 力 に 関 す る 意 思 を 示 す こ と が で

き る 方 で 、 親 権 の あ る ご 両 親 な ど 、 も し く は 後 見 人 の こ と で す 。   

 －
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健康に関する質問票-小学生用 
 

 

 

 
 

a. お子さんの現在の身長と体重は、どのくらいですか。 

 

 

身長 
   

．

 
ｃｍ  体重    

 

． 
   ｋｇ 

  

b. お子さんは現在の住所に何年住んでいますか。 

 （現在までの継続した年数について、あてはまる番号を○印で囲んでください。） 

 

 

１．１年未満   

２．１年以上３年未満   

３．生まれてからずっとではないが、３年以上  

４．生まれてからずっと住んでいる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入に当たってのお願い 
 

質問には、黒色のエンピツまたはボールペンを用いて次のように答えてください。 

(1) 質問は１４ページあります。質問番号の順に答えてください。 

ただし、途中で省略する指示がある場合もあります。 

(2) 回答番号の記入：もっともよくあてはまる番号を中から選んで○印をつけてください。 

(3) 数字の記入：     の中に数字を記入してください。１桁の場合は右側によせて記 

入してください。 

(4) 文字の記入：アンダーライン   には文字を記入してください。 

(5) 質問項目の中でわからないことばや質問がありましたら、その質問番号に×印を 

つけてください。 
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これから、お子さんの主に呼吸器症状についてうかがいます。 

質問には「はい」か「いいえ」かどちらかにわりきって答えてください。「はい」と答えるか「いい

え」と答えるか迷ったときは、「いいえ」としてお答えください。 

 

 

 

［せき］  

    

質問１. かぜをひくと、いつもせきがでますか。 １．はい  ２．いいえ 

    

質問２. かぜをひいていなくても、いつもせきがでますか。 １．はい ２．いいえ 

    

 （質問１, ２の両方とも「いいえ」のときは、質問５へ）  

    
質問３. 年に３か月以上も毎日のように（週に４日以上）せきがで

ますか。 

  

１．はい  ２．いいえ 

    

 （「いいえ」のときは、質問５へ）   

    

質問４. 年に３か月以上も毎日のようにせきがでるようになったの

は何歳のときですか。 
  歳  

    

 

 

［ゼロゼロとたん］  

   
質問５. かぜをひくと、いつも胸がゼロゼロしたり、たんがでること

がありますか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   
質問６. かぜをひいていなくても、いつも胸がゼロゼロしたり、た

んがでることがありますか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   

 （質問５, ６の両方とも「いいえ」のときは、次ページの質問９へ） 

   
質問７. 年に３か月以上も毎日のように（週に４日以上）胸がゼロ

ゼロしたり、たんがでたりしますか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   

 （「いいえ」のときは、次ページの質問９へ）  

   

質問８. 年に３か月以上も毎日のように胸がゼロゼロしたり、たん

がでるようになったのは何歳のときですか。 
  歳  
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［ぜん鳴］  

   
質問９. 息をするとき、ゼーゼーとかヒューヒューという音がするこ

とがありますか。 

 

１．はい  ２．いいえ 

   

 （「いいえ」のときは、次ページの質問１７へ）  

   

質問１０. それはかぜをひいたときですか。 １．はい ２．いいえ 

  
 

質問１１. かぜをひいていないときにも、ときどきありますか。 

１．はい ２．いいえ 

   
質問１２. ほとんど毎日、または毎晩のようにゼーゼーとかヒュー 

ヒューしますか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   

質問１３. この２年間に、ゼーゼーとかヒューヒューすることは何回

ありましたか。 

 

１. ０回 

２. １回 

３. ２～３回 

４. ４～１２回 

５. １３回以上 

   

質問１４. ゼーゼーとかヒューヒューするようになったのは何歳のと

きですか。 
  歳  

    

 
質問１５. この２年間に、ぜん鳴（呼吸をするときにゼーゼーとか 

ヒューヒューと音がすること）のために、夜寝ている間に

目がさめることが平均どのくらいありましたか。 

 

 

  

  １. ぜん鳴によって目がさめることはない 

２. １週間に１晩未満 

３. １週間に１晩、またはそれ以上 

   
質問１６. この２年間に、１回の呼吸の間にひとことふたことしか会

話ができないほどの重症な、ぜん鳴（呼吸をするときに

ゼーゼーとかヒューヒューと音がすること）がありました

か。 

 

 

 

１．はい ２．いいえ 
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質問１７. これまでに胸がゼーゼーとかヒューヒューして、急に息が

苦しくなる発作を起こしたことがありますか。 

 

１．はい ２．いいえ 

 
 （「いいえ」のときは、次ページの質問２５へ） 

   

質問１８. そのような発作は、いままでに２回以上ありましたか。 １．はい ２．いいえ 

 
質問１９. 発作のとき、薬や注射、吸入などの治療を受けたことが

ありますか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   
質問２０. 発作と発作のあいだの息づかいは、まったく普通でした

か。 

 

１．はい ２．いいえ 

   

質問２１. 最初に発作を起こしたのは、何歳のときですか。 

 
  歳  

   

質問２２. この２年間に、発作を起こしたことがありますか。 １．はい ２．いいえ 

     
質問２３. 思いきり遊んだり、走ったりしたあとで、胸がゼーゼーと

かヒューヒューすることがありますか。 

 

１．はい ２．いいえ 

 

質問２４. 
 

冷たい空気を吸い込んだりしたあとで、胸がゼーゼーと

かヒューヒューという音がすることがありますか。 

 

１．はい ２．いいえ 
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［かぜや呼吸器の病気］  

   
質問２５. この３年間に、かぜや呼吸器の病気でつづけて３日以

上寝こんだり、学校（保育所、幼稚園などを含む｡）を休

んだことがありますか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   

 （「いいえ」のときは、次ページの質問３０へ）  

   
質問２６. そのとき、ふだんよりひどく胸がゼロゼロしたり、たんがで

ましたか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   
質問２７. この３年間にかぜや呼吸器の病気で胸がゼロゼロした

り、たんがでて、つづけて３日以上寝こんだり、学校（保

育所、幼稚園などを含む｡）を休んだことが何回ありまし

たか。 

   

  回  

   

   
質問２８. この３年間にそれが１週間以上つづいたことがあります

か。 

 

１．はい ２．いいえ 

   

 （「いいえ」のときは、次ページの質問３０へ）  

   

質問２９. それは、何回ありましたか。 

 
  回  

76



 

 -   - ６

 

［鼻、眼］  

   
質問３０. かぜをひいていないときにも、よく鼻水が出たりします

か。 

 

１．はい ２．いいえ 

   
質問３１. かぜをひいていないときにも、よく鼻がつまったりします

か。 

 

１．はい ２．いいえ 

   
質問３２. かぜをひいていないときにも、くしゃみが続くことがありま

すか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   
質問３３. かぜをひいていないときにも、よく眼が充血したりします

か。 

 

１．はい ２．いいえ 

   

 （質問３０, ３１, ３２, ３３のすべてに「いいえ」のときは、次ページの質問３７へ） 

   
質問３４. この１年間に、かぜをひいていなくても、くしゃみ、鼻水、

鼻づまりで困ったことがありましたか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   
質問３５. この１年間に、これらの鼻の症状に伴って、眼がかゆく

なったり、涙がとまらなくなったりしたことがありましたか。

 

１．はい ２．いいえ 

 
質問３６. この１年間の、どの時期にこれらの鼻や眼の症状がおこ

りましたか。 

（あてはまる月をすべて○印で囲んでください。） 

 

 

  １月 

４月 

７月 

１０月 

一年中 

２月 

５月 

８月 

１１月 

３月 

６月 

９月 

１２月 
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［皮膚］  
   
質問３７. かゆみを伴った発疹が６ヶ月以上続いて出たり、ひっこ

んだりして困ったことがありますか。 

 

 １．はい ２．いいえ 

    
質問３８. この１年間に、そのようなかゆみを伴う発疹は出たことが

ありますか。 

 

 １．はい ２．いいえ 

  

（「いいえ」のときは、質問４１へ） 

 

  

質問３９. それらのかゆみを伴った発疹は下記のような箇所に起こ

ったことがありますか。 
 

 （ひじの屈曲面、ひざの裏側、足首の前面、おしりの下

面、首や耳や眼のまわりなど） 

 １．はい 2．いいえ 

 

    

質問４０. はじめてかゆみを伴った発疹ができたのは、何歳のとき

ですか。 

 
  歳  

 

［アレルギー］   
   

質問４１. 医師にじんましんといわれたことがありますか。 １．はい ２．いいえ 

    

質問４２. 医師にアトピーといわれたことがありますか。 １．はい ２．いいえ 

    

質問４３. 医師にアレルギー性鼻炎といわれたことがありますか。 １．はい ２．いいえ 

    

質問４４. 医師に花粉症または季節性鼻炎といわれたことがありま

すか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   
質問４５. 食物によってアレルギー反応を起こしたことがあります

か。 

 

１．はい ２．いいえ 

 

 

（「いいえ」のときは、次ページの質問４７へ） 

 
質問４６. それはどのような食物ですか。（あてはまる番号をすべて○印で囲んでください。） 

  １. 卵 

２. 牛乳、乳製品 

３. 大豆 

４. 小麦 

５. その他（                       ） 
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［乳児期の栄養］    
  

質問４７. 生後３か月までの乳児期の栄養法は、およそ次のどれに

該当しますか。 

１．母乳栄養   

２．人工栄養（ミルク）  

３．混合栄養    

４．その他 

    

［２歳までの呼吸器の病気］   
   
質問４８. ２歳になるまでのあいだに、かぜをこじらせたり、ひどい

呼吸器の病気になったことがありますか。 

 

 １．はい ２．いいえ 

    

 （「いいえ」のときは、質問５０へ）   

    

質問４９. そのとき入院しましたか。  １．はい ２．いいえ 

    

［生まれてからの病気］   

   
質問５０. 医師に次の病気があるといわれたことがありますか。 

あればはじめて言われたときの年齢も記入してください。  

 

(１)ちくのう（副鼻腔炎） １．はい 

  

２．いいえ  歳 
 

 

  
 

(２)気管支炎 １．はい 

  

２．いいえ  歳 
 

 

  
 

(３)肺炎 １．はい 

  

２．いいえ 歳 
 

 

  
 

(４)百日咳  １．はい 

  

２．いいえ 歳 
 

 

  
 

(５)中耳炎  １．はい 

  

２．いいえ 歳 
 

 

  
 

(６)へんとう腺または 

アデノイドの手術を受けた 
１．はい 

  

２．いいえ 
歳 
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質問５１. 医師にぜん息、ぜん息性気管支炎または小児ぜん息と

いわれたことがありますか。 
 

１．はい ２．いいえ 

   

 （「いいえ」のときは、次ページの質問６０へ）  

   

質問５２. そのとき、せき、胸のゼロゼロまたはたんがありましたか。 １．はい ２．いいえ 
  
質問５３. そのとき、息をするとゼーゼーとかヒューヒューという音が

しましたか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   

質問５４. そのとき、ゼーゼーとかヒューヒューといって息が苦しくな

りましたか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   
質問５５. そのとき、横になっていられないほど息が苦しくなりまし

たか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   

質問５６. はじめて、ぜん息、ぜん息性気管支炎または小児ぜん

息といわれたのは、何歳のときですか。 

 

 
 歳  

   
質問５７. この２年間に、質問５２から５５までのいずれかに該当す

る発作（症状）を起こしたことがありますか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   
質問５８. この２年間に、ぜん息、ぜん息性気管支炎または小児

ぜん息で治療をうけたことがありますか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   

 （質問５７､５８のいずれかに「はい」と答えたときは、次ページの質問６０へ） 

   

質問５９. 最後に発作（症状）を起こしたのは、何歳のときですか。
  歳 
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［ご家族、同居者について］  

   
質問６０. ご家族または同居者の方で、現在タバコを吸う人がいま

すか。 

 

１．はい ２．いいえ 

   

 （「いいえ」のときは、質問６２へ）  

   
質問６１. 現在タバコを吸っている家族または同居者の方は、お子さんと一緒にいる時に、 

１日何本吸いますか。吸わないときは０本と答えてください。 

（吸う人ごとに本数を記入してください。） 

      その他の家族・ 

同居者 

     

父 １日 
   

本 
（          ）

１日
   

本 

           

母 １日 
   

本 
（          ） 

１日
   

本 

           

祖父 １日 
   

本 
（          ） 

１日
   

本 

           

祖母 １日 
   

本 
（          ） 

１日
   

本 

            

 

質問６２. お子さんに兄弟姉妹はいますか。 １．はい ２．いいえ 

   

 （「いいえ」のときは、質問６５へ） 

   

質問６３. お子さんは何人兄弟（姉妹）の何番目ですか。  

   

 

 
人兄弟の 

  
番目 

 

質問６４. このお子さんを含めて、保育所、幼稚園、小学校、中学

校へ通学しているお子さんは何人いますか。 

  

 
  人 

        

 

質問６５. お子さんのお父さん又はお母さんが、これまでに、次の病気で医療機関で治療を 

受けたことがありますか。（あてはまる番号をすべて○印で囲んでください。） 

 

 １. 気管支ぜん息（ぜん息性気管支炎、小児ぜん息を含む。）       

２. アトピー性皮膚炎 

３. 花粉症 

４. １～３のいずれの治療も受けたことはない 
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［住居］ 
   
質問６６. 現在住んでいる家は次のどれに該当しますか。  

  １．木造一戸建て 

２．鉄筋（鉄骨）一戸建て 

３．木造の集合住宅（アパート等） 

４．鉄筋（鉄骨）の集合住宅（アパート、マンション等） 

５. その他 

 

    
質問６７. お子さんがふだん生活している部屋は、何階にありますか。 

  

 

  
階建の 

  
階 

   
質問６８. 現在住んでいる家は建築後何年になりますか。  

  １. １年未満   

２. １年以上３年未満    

３. ３年以上５年未満    

４. ５年以上１０年未満   

５. １０年以上２０年未満   

６. ２０年以上   

７. わからない 

 

    

質問６９. これまでに、現在住んでいる家の改築・リフォームをした

ことがありますか。 

 １. はい 

２. いいえ 

３. 分からない 

  

（「いいえ」、「分からない」のときは、質問７１へ） 

 

 

 

質問７０. 現在住んでいる家の改築・リフォーム後、何年になりますか。 

  １. １年未満 

２. １年以上３年未満 

３. ３年以上５年未満 

４. ５年以上 

５. 分からない 

 

 
質問７１. 

 

台所で使っている調理器具の熱源ないし燃料は、次のどれですか。 

  １. 電気のみ 

２. 都市ガスと電気 

３. ＬＰガスと電気 

４. その他（                   ）  
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質問７２. 

    
冬に居間の暖房には次のどれを使いますか。 

（あてはまる番号をすべて○印で囲んでください。） 

  １. 石油ストーブ、石油ファンヒーター 

２. ガスストーブ、ガスファンヒーター 

３. 石油（もしくはガス）クリーンヒーター 

４. エアコン、スチーム、オイルヒーター 

５. 電気こたつ・ストーブ、ホットカーペットなどの電気暖房器具 

６. セントラルヒーティング、床暖房 

７. 炭、練炭の火鉢やこたつなど 

８. 真冬でも使用しない 

 
質問７３. （質問７２で「１, ２, ３」のいずれかに○をつけた方のみお答えください。） 

冬に居間でふだん使用する暖房器具には排気口または煙突がありますか。   

 

 

 

１．はい 

 

 

２．いいえ 

  

排気型 

屋外への排気パイプがついている。 

非排気型 

屋外への排気パイプがない。 
 

   

 

質問７４. 居間で加湿器を使うことがありますか。 １．はい ２．いいえ 

  

（「いいえ」のときは、質問７６へ） 
 

   

質問７５. その加湿器の種類はどれですか。 １. 加熱式     

２. 超音波式 

３. その他・不明 

 
質問７６. 

 

浴室や洗面所も含めて部屋の中にカビが生えているところがありますか。 

  １．はい 

（具体的な場所：                               ） 

２．いいえ 

 

暖
房
器
具

暖
房
器
具

例 例 
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質問７７. 居間の床は次のどれに該当しますか。 

  １. たたみ 

２. たたみの上にじゅうたん       

３. 板張り、フローリング、タイル 

４. 板張り、フローリング、タイルなどの上にじゅうたん 

５. その他（                            ） 

 

 
質問７８. お子さんがふだん寝ている部屋の床は次のどれに該当しますか。 

  １. たたみ 

２. たたみの上にじゅうたん       

３. 板張り、フローリング、タイル 

４. 板張り、フローリング、タイルなどの上にじゅうたん 

５. その他（                            ） 

 
質問７９. 家でペットを飼っていますか、または、飼ったことがありますか。 

  １. 現在、飼っている       

２. 現在は飼っていないが、子供が生まれてから飼っていたことがある 

３. 子供が生まれてから現在まで、飼っていたことがない 

    

 （質問７９の回答が「３」のときは、次ページの質問８１へ） 

 
質問８０. 現在飼っている、もしくはこれまで飼ったことがあるペットの種類は何ですか。 

（あてはまる番号をすべて○印で囲んでください。） 

  １. 猫       

２. 小鳥 

３. 家の中で飼っている犬 

４. 家の外で飼っている犬 

５. ハムスター 

６. その他（                     ） 
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質問８１. 次の器具のうちふだん家庭内で使用するものはどれですか。 

（あてはまる番号をすべて○印で囲んでください。） 

  １. 空気清浄機（エアコンの空気清浄機能を含む。） 

２. 除湿器（エアコンのドライ機能は含まない。） 

３. 衣類乾燥機 

４. いずれも使用しない 

 

 
質問８２. お子さんの家から学校までの通学時間は、片道どのくらいですか。 

  

 

  
 

  
分 

 
質問８３. お子さんが学校を除いて、自宅以外できまって活動する時間（学

童保育、外遊び、習いごと、スポーツ、塾など）の１週間の合計は、

そのための移動時間を含めてどのくらいですか。 

 

  

 

  
 

  
時間

       

 

 

 
ご協力ありがとうございました。 
なお、この調査についてのご質問、お問い合わせ等は下記までお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事務局・お問い合わせ先● 

 

 加古川市役所健康課              TEL  079-427-9100 

 

 播磨町役場すこやか環境グループ TEL  079-435-2611 

 

 加古川医師会          TEL  079-421-4301 
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平成 20～24 年度 大気汚染とお子さまの健康との関連についての調査のご報告 
有効回答者数： 平成 20 年度 2,578 名（1 年生）、4,660 名（2～6 年生） 

              平成 21 年度 2,587 名（2 年生） 
          平成 22 年度 2,665 名（3 年生） 
       平成 23 年度 2,541 名（4 年生） 
       平成 24 年度 2,498 名（5 年生）、4,290 名（1～4, 6 年生） 
 

加古川市と播磨町では、加古川地域における大気汚染の状況と小学生の健康状態との関連を検討する

ことを目的としたアンケート調査を平成 20～２４年度に実施しました。 

平成 20 年度は、地域内の小学校の１年生全員と大気環境測定局に近い小学校の２年生から６年生を

対象に、気管支喘息、アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎に関連する症状についてお尋ねしました。

その後、お子さまの成長に伴う症状の変化などを調べるために、平成 21 年度は 2 年生、平成 22 年度

は 3 年生、平成 23 年度は 4 年生全員を対象にしました。平成 24 年度は平成 20 年度と同様に、地域

内の小学校の 5 年生全員と、大気環境測定局に近い小学校では全学年の児童にご協力をお願いしました。 

5 年間にわたる調査結果を取りまとめて総合的な解析を行う予定ですが、平成 20 年度の１年生につ

いて、平成２４年度までのぜん息、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、アレルギー性鼻・結膜炎症

状について集計した結果をご報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜん息症状のある児童の割合は、平成 24 年度は男子 4.8%、女子 2.3%であり、平成 20～23 年度

に比べて、男女ともにやや減少していました。アトピー性皮膚炎症状がある児童の割合は、平成 24 年

度は男子 8.4%、女子 6.8%であり、平成 23 年度とほぼ同じでした。アレルギー性鼻炎の症状がある児

童は、平成 23 年度に女子でやや減少していたほかは年々増加傾向でした。アレルギー性鼻・結膜炎の

症状がある児童は、男女ともに年々増加し、平成 24 年度は男子 27.7%、女子 20.6%でした。 

 小児のぜん息やアレルギー疾患は女子よりも男子に多いことが知られていますが、今回の調査の結果

でも 5 年間を通して、4 つの症状はいずれも女子よりも男子に多くみられました。 

 このように、お子さまのぜん息やアレルギーの症状は成長とともに変化がみられましたので、この間

の大気汚染をはじめとする環境の変化との関係について詳細に検討し、総合的な解析を行う予定です。 

 ：男子、 ：女子（平成 20～２４年度におけるそれぞれ１～５年生の結果） 
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小学校５年生の保護者の皆様へ 

   環境測定調査へのご協力のお願い 

 

加 古 川 市 

播 磨 町 

加 古 川 医 師 会 

 

 保護者の皆様方におかれましては、当地域の環境保健行政各般にわたりご協力をいた

だきありがとうございます。 

 さて、加古川地域における大気汚染の状況と小学生の健康状態との関連を検討するこ

とを目的とした調査は、平成２０年度から５年間の予定で実施しており、本年度は最終

年度を迎えました。本年度は、これまで行ってきた健康に関する質問票調査に加えて、

工場や自動車排気ガスなどによる空気の汚れの状況を調べるために、以下の２つの環境

測定（二酸化窒素(NO2)濃度の測定）へのご協力をお願いすることにいたしました。 

この調査へのご協力は強制的なものではなく、同意をいただいた方のみを対象に行い

ます。同意いただけない場合でも不利益になることはありませんが、地域全体の環境保

健の向上のため、何とぞこの調査へのご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

記 

１ 調査の内容 

（１）ご自宅での屋内・屋外における測定 

 ご自宅の屋内及び屋外に測定器を設置して、工場や自動車の排気ガスなどに含ま

れる二酸化窒素(NO2)濃度を測定します。調査は、平成24年10月と平成25年2

月の2回、それぞれ3日間ずつ行う予定です。 

測定には、写真のようなバッジの形状をしたマッチ箱サイズ（5cm×4cm）の測

定器を使用します。同意された方には、密封した状態でご自宅に直接郵送します。

ご自宅で開封の上、屋内（居間など）及び屋外（庭やベランダで雨のかからない場

所）の各1カ所に3日間置いていただくだけです。 

写真の例では、テレビの下（屋内）とベランダ側の窓サッシ上部（屋外）に置い

ています。測定器に有害な物質は含まれておらず、さわっても危険はありません。

また、電源の必要はなく、音などもしません。 

測定器と設置の場所の例 

 

測定の開始・終了時刻や測定中の住居環境に関する簡単な質問票にもご回答をお

願いします。測定終了後は、測定器を袋に入れて密封し、返信用封筒にて返送して

いただきます。 
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（２）測定器を携行しての測定 

お子さまに測定器を身につけて過ごしていただくことによ

り、生活空間中の二酸化窒素(NO2)を測定します。入浴、運動、

就寝時などを除いて、衣服などに測定器（上記と同じものです）

を着けてください。入浴、運動、就寝時には、お子さまの近く

においてください。雨にかからないようにしてください。 

（１）の調査と同じ日程で、2 回（それぞれ 3 日間）実施

し、測定終了後は封筒に入れて返送していただきます。 

 

２ 調査スケジュール 

 

調査に同意された方には、本調査を担当する兵庫医科大学より、詳細な手順など

を示した説明書とともに、測定器（（１）のみご協力下さる方は２個、（１）と（２）

の両方にご協力下さる方は３個）をご自宅にお送りいたします。 

１回目の調査は本年１０月１６日（火）～１８日（木）、２回目の調査は平成２５

年２月１９日（火）～２１日（木）を予定しています。 

測定結果は、解説とともに、後日ご自宅に郵送でお知らせします 

 

３ 調査へのご協力について 

この調査にご協力いただけるかについて、同意書にご記入の上、「健康に関する質

問票」とともに封筒に入れて封をし、９月２８日（金）までに担任の先生に提出し

てください。 

協力するとご回答された場合でも、後日お送りする詳細な説明書をお読みになっ

た時点でお断りいただいてもかまいません。 

 

４ 調査体制及び調査内容の取り扱いについて 

この調査は、加古川市、播磨町より委託を受けた一般社団法人加古川医師会に設

置された「加古川地域大気汚染等健康影響調査実行委員会」が行いますが、二酸化

窒素の測定、分析は同実行委員会の監督のもとで兵庫医科大学公衆衛生学講座が担

当し、測定器や結果報告書の送付は兵庫医科大学より行います。 

この調査では、お名前やご住所をお尋ねしますが、測定器の送付、測定地点の正

確な把握、結果の通知のためにのみ使用し、個人情報は厳重に管理いたします。 

調査の結果は、ご自宅や個人を特定できないように集計した上で公表する予定で

すが、個々の測定結果は一切公表いたしません。 

 

５ 問い合わせ先                                          

   加古川市役所健康課       ０７９（４２７）９１００ 

   播磨町役場すこやか環境グループ   ０７９（４３５）２６１１ 

   加古川医師会事務局      ０７９（４２１）４３０１ 
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同 意 書 

 

私は「環境測定調査」について、目的、調査内容等に関する説明を読み、十分

に理解しました。 

 

以下の２つの調査にご協力いただけるかについて、それぞれのわく内のいずれ

かを○で囲んでください。なお、「調査2」につきましては、「調査1」にご協

力いただける場合のみお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成  年  月  日 

           小学校 5 年  組 

  お名前（お子さま）                  

  お名前（保 護 者）                  

  ご住所（連 絡 先）                  

調査１：ご自宅での屋内・屋外における測定に協力していただけますか。 

 

は い ・ い い え 

 

調査２：お子さまが、測定器を携行しての測定に協力していただけますか。 

 

は い ・ い い え 
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